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R4/12/23 

（仮称）惣辺 ・ 奥瀬風力発電事業／状況報告

案件註想閲報告会の報告等について

日 時： 12 月 7日（水） 15: 00~15 : 30 場所：本館 3 階 庁議室

参加者： ■十和田風力開発株式会社'·�··恒；、�

口政策財政課...課長、-補佐、．． ·係長,・.

農林畜産課•■齢后長
-------------------

事業者より資料をもとに報告。．．
.. 駈 市議会議員2名が参加していた。宮城県、青森市、むつ市からも参加があ

り、また、青森市議と野辺地町出身県議がそれぞれ1名参加していた。
口長 報告会では、地域の住民が最も気にしている部分が意見として出た。

今回の2日間の報告会で地元のすべての意見が出尽くしたわけではなく、
言い足りない方もいたかと思うので、今回のように大規模でなくても、小
規模で頻度・回数を増やして開催すれば皆さんの意見を聞けると思う。
以前から求めているように市民に丁寧に説明するように。

口佐 今回の報告会を終えて、数ヶ月空けて次を開催するのではなく、できるだ
け小まめに開催していただきたい。
意見に対して、すぐに対応できるものは、速やかに対応するように。
HP での意見の受付について、1 日目は認めず、 2 日目で許可した理由は。

■-氏 1日目を終えて、意見が多く、時間内にすべて受け付けられなかったので、
2 日目では、終了後、 HP でも受け付けることとした。

一＼J 準備書に関する住民説明会について、来年7月頃を検討しているが、小規
模での意見交換の開催についても検討していく。古道等との各団体とは個
別に協議を行っていく。

口長 メ ー ル等での意見に対する回答は、来た人に返すのか。それとも、 HP で
公開するのか。

■-氏 2人から意見があり、現時点では本人に返すこととしている。 HP での公
開については、公開のルールを確認し検討する。

□長

-
\J 

ロ・■課長

鴫■■氏

市民から今回の報告会でのQ &A について、会場で聞き取りにくかったた
め、 HP に掲載してほしいとの声があった。事業者にも連絡があったかと
思うが、対応できるのであれば、対応してほしい。
対応を検討している。
次の意見交換等の開催時期をできるだけ早く市民に示すよう検討いただき
たい。何月頃と大体の予定でも良いので、次の予定をできるだけ早めに示
していただきたい。最終的には事業者の判断となるが、すべて何かが決ま
ってから、報告会、説明会を開催するのではなく、頻度・回数を増やして
何回も機会を設けて開催する方が良いかと思う。
年明けに、関係各課にお集まりいただき、状況報告・したいと考えている。 ／
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（仮称）惣辺・奥瀬風力発電事業／年末挨拶

案件：挨拶

日時：召育26日（月） 13:30~13: 40 場所：本館3階企画財政部長席前

参加者： ■十和田風力開発株式会社 -'氏、・・佃‘-氏

口十和田市．．． 駅迂目財政部長、政策財政課•'·係長

※事業者より挨拶，．

ー 長

•一斥

•一氏
→ .'長

全国的に風力発電は関心が高まっている。市民の声をきちんと聞くことが

大事である。朗甑が生じないように。

しつかりと丁寧にやる。

3月に文化センター大ホールを会場に説明会を計画している。質問が途絶

えるまで応答を行う予定である。

今後、 HPで事業計画や報告会の質疑応答など掲載していく予定である。

反対をする方々を最初から排除するのではなく、お互いに話を聞いて歩み

寄ることが大事である。

ニこ
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（仮称）惣辺・奥瀬風力発電事業／状況報告

案件：挨拶

日時： 2月17日（金） 9:30~9 : 55 場所：本館3階政策財政課

参加者： ■十和田風力開発株式会社-氏、-氏、・・・'氏、・・'氏

口十和田市 政策財政課・・働毬；、．． 鬱三事

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••·•·••·••·••··············· 

．． ・t 

囀J

■• 

2/16•（木）に南コミュニティで関係者と会合を行った。
詳細は以下のとおり。

・出席者： 26名（司会は大学の先生に依頼）

・内容：別紙のとおり

・意見： ． 

①再生エネルギーに関すること

•必要ではあるが、青森県は多すぎ。

②自然環境

≫猛禽類の飛来への対応、・工事の汚濁水の流出

③文化財

•古道に配慮して欲しい。

•古道を観光活用したい、保全が必要だが、風力事業者の手は借りない
泄界遺産は難しいと思っているが活動している。水、景観の関係で風

カ事業は登録に影響があると考える。（県•,.響；が言及していると
のこと）

④産業

•滞在型の観光を伸ばしていきたい。風力は観光にならないとかんがえ
ている。（ガイドクラブ）

•風力事業に力を借りて畜産業の活力を取り戻したい。林道等が整備さ
れる。古道と両立できればと思う。

今回の会合は、各分野の意見が確認できて非常に良かった。

①各団体が呼びかけに応じてくれたこと

②総意として「再エネは必要」という見解であったこと。

③鳥居の位置の確度があがってきたことb それを共有できたこと。

今後の予定は、以下のとおり

① 3 月中・，．•有識者との会合

②4~5月・・報告会（文化センター） 3 -、~ /. 



ー氏 会合等をやる場合に十和田市がオブザーバーとして参加できないか。報告

に麒語があると思われている。

コ．． 市が入る必要性があるか。信頼されるように取り組めばよいのでは。

'・  農協は何か発言あったのか？

• 農業等の現状についての話はいただいた瓜が、風力に関する話はなかった。

』・・ 今回の会合はHPで公表する？

鴫■駈 ’公表する。 HPを開設してからクレーム等が減っている。

■-氏 十和田市から丁寧な説明を求められているが、助言等あるか。

’'・ これまで伝えているとおり、個別ではなく、一般の方が参加できるような

説明会が必要。

―ニ
次の報告会では、時間制限等を設けずに実施する。町内会長に案内を出す。

広報とわだ4月号に掲載を希望する場合は：今月中に依頼をだすこと。

□ 

前回の報告会、今回の会合でも景観についての話がほとんどでなかった。

今後は論点を絞っていく。

' 景観の話が出ないからと言って、それがいいということではない。少なく

とも十和田湖から見えてはいけない。

ご？—• 2,~ 
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十和田風力開発との打合せ

来庁者

対応者

内容

十和田風力開発：

管財課

一、一・

--、•• 

管財： 2月 16日に実施した「地域環境と共存・共栄できる再エネ事業の形を模索する」

会合において9の奥瀬財産区議会の立ち位置について、どの立場での参加であるの

か確認したい。議長については、公職として参加しているか、また、地権者として

参加なのか。

風力：案内は、団体として奥瀬財産区議会議長へ直接送付しているが、公職としてでは

なく、また、地権者でもない。惣辺牧野、田代牧野と同じように牧場関係者として

参加していただいた。

管財：当日の会嘩次第や席次にも奥瀬財産区議会とあるためか、一職員（十和田歴

史文化研究会として参加）の一般質問では、地権者である市は参加したかと質問

があった。公職としての参加ではないのであれば、奥瀬財産区としている席次の

表示や次第については、惣辺牧野組合、田代牧野組合等と構成している「再生可能

エネルギー開発推進十和田会議」の構成員として表示してもらいたい。

風力：案内や席次の表示等は、社内に持ち帰って検討させてもらいたい。市の助言のと

おり、奥瀬財産区の表示は控えるようにしたい。

管財：地権者として案内があれば、出席することも検討ずる。

次回は 3月20日とのことであるが、参集範囲は？

風力：林業関係者と農協を除き、牧場関係者、地域団体に案内をしている。奥瀬財産区

議会については、先に議長に連絡し、後から文書を郵送している。

管財：繰り返しになるが、奥瀬財産区議会としてではなく、個人として参加しているの

で、席次等の配慮をお願いしたい。

奥瀬財産区議会議長より確認

議長本人は、個人として参加している。公職で参加しているつもりはないとのこと。

y
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R5/3/17 

日本風力開発（樹来庁

案件：二又風力発電（六ヶ所村）の風車倒壊について

日時： 3月 17日（金） 11 : 00~11 : 10 場所：政策財政課

来庁者： ■日本風力開発菌|~ l・'氏

対応：口．． 
---------------------------------------------------------------------

■3/16（木）未明に二又風力発電（六ヶ所村）の風車1基が倒壊し、牧場内に倒れた。

現在、原因究明中であり、わかり次第報告する。

被害は確認中だが、第三者への被害はないと聞いている。

今後、新聞やニュースなどで報道されることになると思う。

口倒壊時、風は強かったのが。

■正確には分からないが、風速7~9m／秒くらいだったので、そこまで強くなかったと思う。・

倒壊した風車は 20年前に設置したもので、ちょうどリプレースの時期だった。

□3/20（月）の準備会は実施するのか。

■予定どおり実施する。その場でも倒壊の件について、しつかりと説明する。

口原因や被害などわかり次第速やかに報告すること。

■了解した。

5
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R5/3/2 

日本風力開発（樹来庁

案件：第2回準備会の報告等

日時： 3月24日（金） 10: 00~10: 30 場所：政策財政課

来庁者： ■日本風力開発眸一氏、・■氏、-氏

対応：口．．係長‘..  

疇｛嘩嫁躙
■事故調査委員会を立ち上げ原因究明中である。

現在、 22基すべて運転を停止している。

倒壊風車は、 2003:年に運転開始し、 19年目のものである。

口風車が倒壊した例はあるのか。

■2年前に淡路島の風車が台風の影響で倒壊した例はある。

口六ヶ所の風車はリプレースするとのことだが、リプレースは同じ基礎を使うのか。

■リプレースの場合は、同じ基礎は使わず、別の場所に新たに造成することとなる。

昔と今では基礎の建築基準も違う。

障蓼』． 疇
●準備会でのほとんどが風車倒壊の話であり、惣辺奥瀬風力についての意見交換はあまり進

まなかった。事故の件が会社の HPに掲載されておらず、不誠実との意見があった。

（惣辺奥瀬風力についての意見）

•世界遺産を目指す上で弊害である。

•第 1 回の準備会の内容を会社の HP に掲載しているが、概要ではなく、議事録を載せてほ

しい。→時期未定だが、第 1回・第2回ともに議事録を掲載する。

・フォトモンタージュについて、作成途中のもので良いので4月の住民報告会で示してほ

しい。→4月の住民報告会で示す。

ロこの準備会の位置付けは。

■事業として地域にどのような貢献ができるか、また、風力と十和田湖・・奥入瀬・十和田古

道等との共存に向けた意見交換の場。

この場の意見を住民報告会の内容に反映させたいと考えている。

報告会では、地域貢献策を提示したいと考えている。

□これまで準備会を実施して、事業に反対の立場の方と歩み寄りはしているのか、平行線か。

■平行線である。

口反対の方の意見を一つ一つクリアしていかないと歩み寄りはないと思われる。

b -l 



口売電価格の入札後、事業開始までにタイムリミットはあるのか。

■入札時の事業認定から 8年以内に運転開始しなければならない。よって、 2030年5月まで

に運転開始が必要であり、工事期間は4年間は確保しなければならない。

ただし、期間を過ぎれば売電できないというわけではなく、単価が落ちていくこととなる。

■3/29（水）に商工会議所の総会後、 60人程度に事業の説明を行う。

4/22（土）の住民報告会の開催について、 3/29（水）に会社の HPに掲載する。

&-2 



政策企画係 人口減少・定住自立圏係 財政係

＊ ＊ ＊ ＊ 

R5/3/3 

日本風力開発（樹来庁

案t件：商工会議所説明会の報告等

日時： 3月31日（金） 13:40~13: 50 

来庁者： ■日本風力開発卸』・'氏、-氏

対応： E・・・

場所：政策財政課

··············“”·····””....·•·······“·““.····．···“·.””・······・····．“嗣

■昨日商工会議所にて説明会を実施した。'•

■「市へ与えるメリットは？」の質問があり、「①雇用の創出、②工事の地元発注」と回答

した。

■反対意見はなく、友好的であった。

口この内容も公表するのか？

■個別の説明会であるため公表しない。

■4122の説明会に向けて何かあるか？

口前回市に寄せられた進め方に関する苦情（質問 1人1回、時間が足りない）は対応して

いただきたい。

■対応することとしている。

■資料を作成したら前回同様説明に伺いたい。

-------------------------------------------------------------------------
3/31 一から 聞 き 取 り

•一・経済界が知らないのは良くないと思い実施。（風力側から働きかけ）

・質問等にはちゃんと答えなかった印象。

・調査の仕方について、会員から強い口調の意見もあった。

・次の行事もあったため、切り上げて終了した。

ク
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十和田風力開発（株）／来庁記録
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R4/4/1 

庁

応

内

日

来

対

容：意見交換会報告書の確認について

時：令和 5年4月10日（木） 16:50頃

者：口十和田風力開発株式会社 '--氏、-’'■氏

者： ■十和田市政策財政課 係長•,••• ’．． 主事•■■■■贔
駒•••日”.....日-----------------------••—··-..."”鴫．．．” ．--—··ー一輪•------

内容

□・E＋和田風力開発株式会社（以下「＋和田風力」という。）が一

鰤砥挙名誉教授l:;:;こ｛仮齢蓋辺奥瀬風カ発電事業た係各瞑り妙グ港禄爾し
たところ、報告書の内容に発言していないことが書かれており面頁涵祠百丘届

疇襲疇国國露聾遍諷疇頸程罷話遠瑾直
疇蜘泄揺露ぅか教えてほしい。

一係長：何の報告書のことでしょうか。

□・I氏：令和4年5月11日に十和田風力から市に提出した、市民団体 (3団

体）との意見交換に係る報告書です。十和田風力がら十和田湖ガイドクラブに本

報告書を共有したところ、報告書内の発言内容に乖離があるとの意見が出た。

璽疇瞑玩虹涌面耐冠祠函声疇扇詞
図閑謬炭言ぅ達も：奴な•西立娑の意真梃麗tこが、十和田風力としては、本報告
書に「順調に進んでいる」と報告していない。

...  係長：会議録は無いのでしょうか。上記の発言があれば、わかるのでは

'口:］音源は確認していない。爾菰饒薔匡崖箆f;ーマ …匿瓢`＂顧墾翌
畔玉紅 ｀ 一環墨堕謳邸碍涵繹鴫

ー系長：会議録であれば、出席者で発言した本人に了解をとって、報告書

に記載するべきではないでしょうか。報告書を読んでみて、前任者にこれまでの

経緯を確認し次第、回答します。

が
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十和田風力開発（株）／来庁記録

R4/4/1 

内 容：惣辺奥瀬風力発電事業第2回中間報告会について

日 時：令和5年4月19日（水） 13:30~13: 35 

来 庁 者： □日本風力開発株式会社 執行役員

十和田風力開発株式会社 -'火長、・・・・'課長

対 応 者： ■十和田市政策財政課係長•■■- 主事-
--------------------------------------------------------------------
内容

□土曜日の報告会のために来たので、ご挨拶にきました。

9 . .  執行役員と名刺交換を行う）

口今週土曜日の第2回中間報告会には市から来られますか。

--が出席予定としています。

口報告会では、 13:30~15: 30の予定だが、エンドレスで終わりを決めないで'

実施します。当日は、フォトモンタ....:..ジュも 40地点をお見せする予定です。

口説明をしたいのですが。

■当日出席するので特段説明は不要です。先日来られた時にも言いましたが、

資料を頂ければ十分です。

口資料はまだ全て固まっ．ていないので金曜日にメールでお送りしますので、

本日は、表紙と目次のページのみお渡しします。

■わかりました。

Q
/
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十和田風力開発（株）／来庁記録

内 ・容：ボーリング調査及び第2回中間報告会における市民の発言等に

ついて

日 時：令和5年5月11日（木） 15: 25頃

来 庁 者：口十和田風力開発株式会社-氏、一氏、 ・・k;
対 応 者： ■十和田市政策財政課•~補佐、一係長、一
--------—·―ー·---------—•---------------—·ーー・・—••一―-----------—··------------”"·-O•”'---日-----··----”'日

内 容

【ボーリング調査について］

ロ■■＇忠令和 5年1月21日付けで調査に係る仮の同意書を市から取得して

いるので、それを基に牧場内及びその外側のエリアでボーリング調

・ 査を進めていきたい。

．． ＇’扁佐：仮同意書はどの課からでているのか。こちらから担当課に話は伝え

ておくが、具体的にいつから、何か所調査を行うのかを協議してい

るか。

ロー氏：まだ話していない。地質調査については、当初この春からの実施を

予定していたが、反対運動をしている方への配慮から、スケジュー

ルを若干遅らせている。牧場内で調査を行うにあたり、一辺1.6m

の櫓を立てる必要から農地転用手続きも必要になる可能性がある

ので、農林畜産課とも協議をしていきたい。

叫.甫佐：ボーリング調査の際に音など出るかもしれないので、調査を行うの

であれば、十分配慮の上、原課と調整を進めてほしい。事業に反対

している方にとっては、工事が進んでいると感じるのではないか。

ロー氏：報告会では水質を気にしている方もいらっしやった。この調査は風

車を建てるために、水質、地盤等をしつかり調べ、風力発電を行う

のに適しているか見定めるためということを説明すれば、反対者に

も納得いただけるものと考えている。
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••一係長：送電線が埋設になると報告会で説明があったが、林道もボーリング
調査を実施するのか。

ロー氏：送電線部分はボーリング調査しない。

．．．補佐．：ボーリング調査は今年度に実施予定か。

□..氏：早くて 7月にボーリング調査を実施できればと考えている。ボーリ

ング調査の場所、配置、方法をお示しし、政策財政課を通して関係

課と協議を進めていきたい。

叫．． 椋長：まず政策財政課に連絡をいただき、こちらから農林畜産課、管財課

と調整をはかり、貴社と 3課で打合せを行うことも可能。

叫佐：議会が始まるので5月 17日から 6月 16日の期間内では3課集ま

るのは難しい可能性が高い。本日の報告をとりまとめ、関係課に共

有するが、．早期に打合せ等を行いたければ個別に協議を進めてもら

う可能性もある。

【第2回中間報告会における市民の発言等について】

ロー氏：第2回中間報告会で受けた質問について、会場で答えられなかった

ものは、・後日 HPにアップする予定。質問への回答作成にあたり、

二人の質問者の発言について確認したい。-氏が「2022年8月

に開示請求した資料のうち、事業者から市?.-,.:の報告の中で、町内会

と今まで意見交換した中では＜そこまでの反対意見はないと記載が

あった。」と発言している。十和田風力から市に提供した 2022年7

月6日付け進捗状況報告書の「③関係庁内会との調整」 (P5}では、

2022年 6月時点でヒアリングを行った4町内会の情報を記載して

いる。市ではどのような形で資料を開示しているのか確認したい。

•• '・甫佐：基本的に個人が特定されないよう職名や氏名を黒塗りにして開示

している。また、事業者の利益に関わるもの．ア（配置図など）：！につい

ても黒塗りにして開示している。なお；委員として公表されている

方は名前を出している。市民に開示した内容はさ令和5年J月 5日

付け開示決定に係る通知書に記載の通りふ来庁時の報告記録も公文

書として開示している。
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ロー氏：我々が市に対し口頭で説明したものを記録したものは公文書とし

て開示しているのか。

噸佐：来庁時の口頭説明も記録を取り、課内で回覧すれば公文書となるた

め芍開示請求の対象となる。

ロー氏：進捗状況報告書には「そこまで反対意見はない」という記載はない。

2022年8月の資料にそういった記載ががないか確認したい。どう

すれば確認できるのか。

“・戸佐：こちらでも内容を確認する。・開示請求すれば貴社も確認することは

できる。

・ロー氏：次に-氏の発言について、郷づ＿ぐり大学が陳情書を提出した際の

市長の「遅すぎる」という発言があったことについて、何に対して

遅すぎるということなのか理解できていない。我々が虚偽報告をし

たから、「渥すぎる」という発言があったのだと-氏は理解してい

る可能性がある。

．．佐：奥入瀬渓流町内会が、 2022年6月時点では反対意見を出していな

かったのに、 8月には風力発電施設建設反対の陳情書に名を連ねて

いる部分に関係があるのではないか。

ロー氏：・・匠が気にされていたのは、奥入瀬渓流町内会からは風力反対と

いうことで陳情書に名を連ねているのに、事業者からは同町内会は

反対していないという報告がされているのであれば、-餌らが嘘

の報告をしたということにされ、訴えられる可能性があるのではな

いかとおっしゃっていた。事業者が、町内会は反対していないと報

I告しているのは虚偽報告ではないのか、というのが・'駈；の考え。

iこの部分は時系列を整理して議事録に補足したい。

→確認したいのは、一氏の「事業者側で、町内会で反対していることは本当では

：ないという報告が市にされている」という発言の情報源ぱ何なのか。

疇厖こちらでも確認するが、直接本人と対話ができるのであれば、本人

l子藍．を伺うのはよいのではないか。
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一係 長： 8月頃の情報については、開示方法も含めて来週末までに回答する。

ロー;: 5月 19日（金）には議事録をホームページにアップする予定。報

告会で・・『が「三内丸山遺跡得．． 所長も風車ができれば世界遺

産登録にマイナスと言っていた」と発言したが、内容を確認したと

こーろ、．． 氏がそう発言したのではなく、．・じの発言の後のコ一

二言：こ？。言::;;l'’:;;：二、で；；；：：：
は5月末の可能性もある。

・佐：松本社長が基礎杭を抜く・抜かないに関する訂正発言をされていた

が、その部分はホームページに公開するのか。

-□■■冒汀薔事録i：：すべt掲載し、ホ_.:.:.ムペーージr：：：ーア、シープすーる。情報開示藷―求―-----------

については、・■氏・・■氏にそれぞれ連絡を取り、確認しながら

判断したい。 ＇ 

．．． 紐：報告会資料のフォトモンタージュについて、湖側から風車が見えて

いる状態だが、風車をさらに見えなくするようにはならないのか。

ロー氏：風車の造成や高さは今後の検討による。風車が低くなることはあっ

ても、現在の高さよりも高くなることはないと思う。
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下記のとおり

回答してよろしいか。

一R5/5/: 

十和田風力開発（株）／問い合わせ記録（電話）、

内 容：中間報告会で発言根拠や地質調査に係る同意書などについて

日 時：令和5年5月 19日（金） 16: 30頃

相手方：日~·■氏
対 応：|-

--------—----------------------------------------—----------------------------------------問い合わせ内容

■第2回中間報告会で「2022年8月に開示請求した資料のうち、事業者から市

への報告の中で、町内会と今まで意見交換した中では、そこまでの反対意見は

ないと記載があった。」と発言した~質問根拠となる資料を入手し
た。政策財政課にも共有したい。

□お願いします。

■令和4年8月8日に郷づくり大学から陳情書が市長に提出された際の、市長

の「もう遅い」という発言について、何がもう遅いのか確認いただきたい。

口陳情書提出の動きが遵いということではないでしょうか。

・■調査に伴う同意書について、発効した担当課が特定できる情報がない。当時の

やり取りから農林畜産課ではないかと考えている。同意書について共有する。

（別細同意書）

ロ（回答不要）

．■政策財政課、農林畜産課、管財課と、これまでの状況報告と地質調査について

来週中に打合せを行いたい。

□5月 23日（火）以降に連絡しますが、議会が始まりますので3課との打ち合

わせは難しい可能性が高いです。
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R5/6/16 

十和田風力開発（樹／会議記録

内 容：進捗状況報告及び地質調査について

日 時：令和5年6月1!,日（木） 10: 35~ 

来 庁 者： ■十和雌鳩躙．~--.EE,llllllff;,-re,~ ・・

対 応 者： □政策財政課••劃果長、.贔果長補佐、．■·馴系長、一

：ょ産： ＝：、：＇；：長補佐、 ．．． 係長

--------臼------------------------------------------------------------------日----
内容

〔十和田風力開発聡（以下「十和田風力」という。）から進捗状況報告及び地質調］

査計画書（案）に係る説明

【質疑応答】

（地域への理解活動について）

口長：進捗状況報告書資料P2について、市民から「十和田風力に問い合

わせをしても回答が遅い」という苦情が市に何件か届いている。回

答が遅れる場合は、市民に対し遅れる理由を説明してください。

次に、同資料同ページのHP閲覧者数の推移について、閲覧者数の

カウント方法・考え方について説明してください。

•一氏：同じ月に 1 人が 10 回 HP を閲覧した場合、閲覧者数は 10 人とせ
ず、 1人としてカウントしている。閲覧者数とは閲覧実人数という・

意味になる。

（対外的な事業活動について）

口長： 同資料P3「2)対外的な事業活動」について、

. ■{Ii―などから具体的にどういったコメントが

あったのか説明してください。

■-氏：＇~は、組合長からは畜産業は飼料高騰で苦しいの
でなんとか対応を考えてほしいというご意見や苦情をいただいた。

叶・・会長からは、ぜひ事業を進めてほしいという要望

があった。··~事業がまだ明確にはなっていないが
地域の発展につながるようにしてくださいという意見を承った。
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•一氏：東北森林管理局には風車や送電線の配置など具体的な説明をして
おり、今後も協議を行う予定。三八上北森林管理署とは保安林に係

る作業許可や作業許可の基準について色々ご教授いただいた。地質

調査の同意書についても話をしている。

•一氏：青森県エネルギー総合対策局や林政課（林地開発、保安林関係）の
ほか、新たに景観が大事ということで環境保全課（環境アセス）、

観光企画課（観光に係る景観）、都市計画課（景観）と打合せ行い、

地域の状況や計画の推移、報告会の共有、基本設計の考え方などを

報告し、アドバイスをいただいた。

（地質調査について）

ゴ課長：地質調査ではどのくらいの深さまで掘るのか。

•一氏：机上の計算では 20~30m程度だが、固い層があればその下まで掘

らなければいけないので、場所によっては 50mになるかもしれな

い。 2週間で終わる場合もあれば3週間かかることもありうる。

口長：どういう重機を用いるのか。また、地質調査にあたって市以外の県

や国の許認可が必要なのか、既にそういった手続きを進めているの

か説明してください。

•一氏：調査にあたり行政財産使用許可や、農地であれば農地法に係る許可
が必要になる。農地法の手続きについて、昨年東北町で実施した実

績になるが、 1箇所2週間から 1か月程度の農地転用であれば、農

地に対しての開発行為と農地を復元するという誓約書をもって農

地転用を割愛し、例外的に作業を認めるということを青森県農林水

産部構造政策課に確認をいただいた。東北町では誓約書の提出をも

って、農地法の許可という形に代えさえていただいて作業を実施し

た。今回、市の所有地であれば行政財産使用許可と農地法に係る誓

約書の提出でよろしいかなど相談させていただきたい。また、工作

物の高さが 13mを超えない限りは景観条例にかからず、今回の櫓

の高さは6mなので景観条例対象外になると認識している。

口長：調査 期間が2年となっているが、地質調査の結果は 11月公表予定

の準備書には影響はないのか、整合性はどうなるのか。

剛■■I氏：準備書は地表に建設物が建つことによる環境影響を評価するもの

であり、地質調査は地層サンプリングなどに関わる調査になるので、

準備書には地質調査結果は必要ないため掲載しない。

·—記風車予定場所の No.1 と 1 No.2は奥瀬財産区なので；保安林に係る

許可を取得させていただいた上で着手することになる。ただ、 No.1
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は2018年の仮同意書の土地に含まれているが、No.2は仮同意書か

ら外れた場所になっているのでご相談させていただきたい。 ． 

口 長 ： 2018年の仮同意書とはどういう内容の同意書か説明してください。

•一氏： 2018 年に風況観測塔を設置する際に調査のために同意書をいただ
いた。そして、風車No.2はその同意書に記載された地番から外れ

ているということになる。

コ・~長：・紐査鰤函榎祠麗尋る面蒻嚢屡追逼蔵芦•~ゞ怠襄飼綬登蕃
簑酋翌岱姜瘍裔がらだいぶ動じ＼ているが翌どうt弓牽どが。—-• •一ー・一· ••. ・ ・ • ・ • ・9-• ・、... •• • . --

•一：墓観に配慮活る観点がら場所を変更した。・・今後世三竺里置空世匪奎-
逼めさせでいただき"f年と考えている。

•一氏： 4月22日に開催した第2回中間報告会において、この財産区の場

所として提案させてもらい、資料も市役所に提出している。

遭長：面韮場 所の変夏塁芦こ国唇5亙匿画且屋亙三五場所につ

いては議員にも報告し、説明する必要がある。場所を変更したなら

ば、事前にその話をしてほしかった。

•一氏：財産区に相談したところ、まずは管財課に話をしてくださいという
ことだったので、本日の打合せで場所の変更の説明を貴課にしよう

と考えていた。

一課長：ぃったん話を持ち帰って確認します。

ロ長：地質調査について、何を根拠にして9月着手のスケジュールを立て．． 
たのか。仮同意書に基づいているのか。その屋匝屋蚤昼墨翌璽査空

豆オダーを建tること、他1：：］ま生物調査涵環窺テ玉．ーズに関する同意
..... .̀......... 

書であって｀．地質調査のことは書いていない戌也質調査は事前着手

にあたるのではないか。また、地質調査（ボーリング調査）で報告

会の際に意見として出ていた地下水脈について把握できるのか。水

源調査とは現地を踏査し、どこから地下水が湧いているのか、それ

がどういう川の流れになっているのか調べるものである。中間報告

会では、水源について、下流の農地への影響を懸念する意見も出て

いた。市民の意見を反映するのであれば、水源調査は必要だが、ボ

ーリング調査は必要ではない。

鴫■■駅J：工程表に記載しているが、着手前にはボーリング調査や設計を含め

て完了・しておく必要がある。ー・・ • •ー・~ ・ヽ • -• • • 一

口長： 令和：L4年I：：御社がら芍風車を建謬位置ガ壇線がら変更唸：ったこ；

翌ぶ薫畔謬琴謬鱈 躙声 攣疇 疇窟
饂呻盪応喜国嚢屡羞督厨厨薮社」薔露笞丞須襄ぱ石藪
頴額詞繹謬囁睾そういうことがあったのに牧区内で
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・ ボーリング調査を実施したいというのはどのような考えなのか。屋

鵬覇叡鴫叩蘊碑罷薔窮麟嗣誼蒻躙顕
疇蘊羹紐瞑翌聾藷罷函蓬函紐西曾

叫■•I.Et :改めて整理させていただきたい。

（六ケ所村での風車倒壊について）

口長：六ケ所村の風車倒壊の調査状況についてはどういう状況か。

霞ー比：現在原因を究明中で判明し次第ホームページで公表するが、 9月頃

にはだいたいの見解が出る予定。随時報告させてほしい。

』・'果長：準備書にも反映するのか。

璽ー氏：倒壊したのは古い風車なので、今回の準備書には反映はしない。

（事業者HPについて）

口 長 ：昨年 12月に打合せをした際、事業スケジュールをHPで公表して

ほしいと依頼をした。報告会がいつ実施されるのかなど関心のある

市民はいるので検討してください。また、市の行政手続きについて、

管財課、農林畜産課に対して丁寧な説明が必要ですので、きちんと

行ってください。

"-氏：しっかりと説明させていただきたい。
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水田政策係
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R5/7/11 

日本風力開発（株、十和田風力発電悌・来庁記録

案 件：惣辺奥瀬風力発電事業に係るボーリング調査について

日 時：令和5年7月11日（火） 10:40～場所：第一会議室

参集者： ■日本風力開発棘十和田事務所'’'課長

． ●十和田風力開発箇 ●課長

0農林畜産課・~長、一係長、一係長
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....長

惣辺奥瀬風力発電事業に係るボーリング調査を今年度は3か所実施したい。

そのために、あらためて同意を得たいと考えている。

惣辺には全部で何基建つのか？

全部で8基の予定である。

なぜ3か所先行して調査するのか？

基礎データの取得のためである。

残りの 5か所はいつ調査するのか？

来年の 5月には実施したい。

この資料にある図面では、惣辺のどこの牧区なのか判断できないため、

詳細な図面を付けて欲しい。

了解した。

とりあえず1か所の調査をし、その反省点など踏まえた上で、残りの箇所

の申請するのも 1つの手と考える。

十和田風力開発餘のトップ（松本氏）が、まだ挨拶できていないと聞いてい

る。

r.只 ・今はその時期ではない。

一課長 日本風力開発悌の対応は、いつも突発的すぎるので、計画書など作成の
/VVヽ ヘハッ～～～ヽ9....｀．＾／へ •v•‘^

うえで、その都度説明するなどしたほうが良いと思う。

... 課長 我々もそのとおりだと思ぅ。

_[“ 



課長 課長補佐 I・係 長 課 員 担 当

会議等結果報告書

，会議等名 l（仮称）惣辺奥瀬風力発電事業に係る地質調査について

【期日】 I令和5年 7月18日（火） 13時45分～ 14時15分

｛場所】 1市役所本館2階第2会議室

日本風力開発陳十和田事務所一課長

十和田風力開発棘 '-課長

農林畜産課 ••■•課長
農林畜産課畜産林務係 ..  係長

【出席者】

令和5年7月11日に説明した、地質調査（ボーリング調査）の計画書（案）ができたので、

持参したとのこと。

別紙： （仮称）惣辺奥瀬風力発電事業地質調査計画書（案）

以下、概要

・赤沼組合からは了承を得ている。

・市営放牧場内の建設予定は8基。うち、今年度は3か所調査を実施したい。

・方平林道拡幅整備を検討中

・林道幅員4mに1. 5m路肩を両側に整備、計7m

林野庁：全国的な理由でなければならない。

・市道958号西大沼平惣辺線に数か所、待避所の新設を検討中

.. 
9.. 1-5 



部長 課長
課長補佐I係長 政策企画係

R5/8/2 

十和田風力開発諒／会議記録

内 容：地質調査計画について

日 時：令和5年7月24日（木） 14:30~15: 30 

来 庁 者： ■十和雌力開発徘・・作、・・駈ふ・・作、・・駈

対 応 者：口政策財政課•■鬱H長、~長補佐、．．．（記）
管財課~長、~事
農林畜産課•■■蒙泉長、．＇．． 課長補佐、・'.係長

-------・ 
内容

〔十和田風力開発聡（以下「＋和田風力」という。）から地質調査計画査料に係る］

説明

【質疑応答】

口佐：前回、農林畜産課から牧場内でのボーリング調査箇所について指

摘があったが、それを受けて調査地点が変更になっているのか、

どういう考えで調査地点が選ばれているのかを補足していただき

たい。

呵■■氏：罰薗匠蚕函勇喜器匪蒻吾琶冦厄亙豆万ある程度牧場の邪魔にな
らない所を選んでおり、環境アセスメントの結果にも配慮した上

で、この場所でと考えている。

口佐：前回、牧場内での調査では許可が難しいという話だったが、調査

地点は牧草地の所なのか、林の所なのか。

■・・'氏：牧草地の調査地点は資料6ページの調査①～③の箇所となる。

ロ課長：なぜ牧草地の中でなければならないのか説明してください。

•—代：牧場の尾根伝いで、標高の高い所で風を受けられればと考えてい
たが、十和田湖方面からの景観といった所も配慮し、少し標高が

低く、地形に遮薇される場所といった所を選んで、今の配置とし

た。それを大前提とし、牧場内のポーリング調査場所は際（き

わ）の方に寄せている。

コ．． 阜長：市長が判断することだが牧場内は許可できないとなった際、譲歩

できるのか。

•一氏：そうなった場合、風車の設置場所を牧場外にすることに繋がって
いき、景観の問題もついてくるため、また相談しながら調整とな

ってくるかと考えている。

口長：ただ今のことに関連して、資料 17ページでいくと 5~8号機、

-1 -

（もー1



• 10号機と牧外に風車を建てる計画［：：なっているが、この場所で地
質調査はできないのか。 ・

...'氏：現在、牧場の周り 2か所が国有林となっており、東北森林管理局
と相談レベルだがやりとりをしている。

直・課長：，円問を変える。歪鼠霊西蛍瞑点桟渭渇濫心忌＿ 1：調・箋索数

•一氏：醤．裔＇ 釜箇所造函要ー＇［／話潤基数が多いため、先行して調査

に入れるところに関しては、前倒しでやらせていただけないかと
考えている。

ロ佐：前回話に上がった中で、ボーリング調査は準備書とは関係ない作

業だとのことだった。届”鱈追召馨桑疇望速苫但度が謬＇り

翌彎象疇翼汚疇玲匹囀麟賢譴叩

.'-氏：

麟信卜が終わる前に並即謬調査じmャ繹とはどう頸ごとl

盗
麟

コ．． 課長：国有林の調整の状況はどうなっているのか。先にそちらの方で調

査を実施するということは考えられるのか。

叫■■氏：国有林等の調整は準備書の縦覧を届出る 10月、 11月のタイミン

グからでしか調整ができない状況であるが、森林管理署には現時

点での状況を事前に共有できたらと思っている。

ロ・課・長：^ 嚢董雙翌・鴨憑巽，がら記l厄汐調査亙販坂頑蒻斑函
ご；國渾昂頑は如唆か羞森林管理所が話していることがそのとお
・ りだと思っていて、なぜ十和田市へは準備書の前に調査をしたい

疇鯰・し～―， ---r

性―秘煤弱

紐麗
—- --. - --..…--•—．考えで地図にボーリング

調査地点を設定している状況であり、様々な手続きを踏んでいっ

・'た中で、設置場所が調査の芯からずれているとなれば、再度調査

が必要になるということになるのであれば、順番が違うのではな

いかと思うが、そのあたりをどう考えているのか。

•一氏：設置基数が 34 基とかなり多く、この規模の調査を実施するとな
ると期間が短いということから、可能であれば代表地点というこ

とで調査させていただきたい。 ・ 

口長：設置する風車の場所が確定するのはいつになる予定なのか。資料
22、23ページで示してほしい。 • 

•一氏：、』｀“=``田¥•:一ー雪鸞響
その前に経済産業大臣勧告で指摘がなければ、国の審査

-2 -
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が通ったという見方がされる。

コ．． 甫佐：確定するのが評価書の時だということだが、その前にボーリング

調査をすることは、風力発電事業では一般的なことなのか。

•一氏：評価書の確定が出る前にボーリング調査を終わらせている他事例
もある。ウィンドファーム認証をとるためには 1年半くらいかか

るため、それにはボーリング調査のデータが必要なことからスケ

ジュール上もボーリング調査は評価書前になっている。

』,.騨：準備書の前にボーリング調査をやっているという事例もあるの
，か。

コ'E::：旦翌、を悶薗□言ご悶：：言、江、地元住
民にデータを説明し、もらった意見を踏まえて計画等変更しなが

ら、準備書作成を進めている段階であり、計画はまだ流動的なも

のだと認識している。最終に近い計画はまだ示されていないと認
識している。

•一氏：最終に近い形を決めるために、市町村の意向を確認したいところ
もある。十和田市が認めないとなれば、最低でも惣辺牧場内の風

車を移設するか、事業を進めることができないのかということに

なるので、その部分を知りたい。

口長：準備書が示されない中でボーリング調査をしたいということに関

して、順番がどうなのかというところの考えを確認したい趣旨の

質問を先ほどからしている。

□・・駅佐：これまでのやりとりから、ボーリング調査を実施したい＝風車設
置場所の確定という感じで話を進めているように聞こえる。こち

らとしては、ボーリング調査場所を風車設置の確定場所という認

一見長：ぁくまで仮同意書は風速・風況調査であって、ボーリング調査は

事前着手の一歩手前の話なので、全部別に考えた方が良いと 6月

に話している。、・駅甫佐も言ったように水源・水脈調査のために

ボーリング調査を実施するのだと、それで住民説明で納得しても

らった上で事業に着手したいような話をしていたので、実際にボ

ーリング調査する箇所が風車が建つ位置になってしまうのでは、

手順があべこべになっている。

口長：今回のポーリング調査の目的は、 4月22日の中間報告会で上が

った市民への質問に対するためのもので、建てる位置は関係ない

のではないか。 6月の打ち合わせでも、ボーリング調査を始める

ともうその場所で着工したと市民の方が見ますよと言ったと思う

. -3-
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． が、そこをどう考えているのか。

■lllllllh : 4月22日の中間報告会の際には、水脈調査で影響がないこと等

を調査してほしいという意見もあったため、水脈に関する質問へ

の事業者としでの見解を、住民説明会等で示さなければいけな

い。それに向けて準備書段階での風車の想定位置でボーリングし
て水脈の確認をしたい。

ー長：それであれば、風車設置場所でボーリング調査しなくても良いの

■―氏

では。近隣 20m~30m内でボーリング調査しても良いのでは。

幽輝羹疇鴎滋輝庭藝寝紐
詞咬志活茎忍

・ い互互辺鯉疇
ロ長：住民説明会を重要視するのであれば、二度手間でも市道西大沼平

惣辺線等の近辺で調査できることだと思うが。

ー佐：市長へ説明するときに必ず根拠というのが必要となるので、今や

らなければならないことや、必要な基数を示していただければ、

そういった説明ができると思っている。お話を聞いていると、こ

の場所でなくても、今でなくてもいいのではないかということが

見え隠れするので、その部分の整理が必要ではないのか。

コ■・甫佐：現時点の予定として 2024年度の 27基というのは、 4月からや
るイメージか。

■-栖：雪解け具合を見て、早く入りたいと考えている。

ロ佐：牧場に関しては、牛のいない期間に4基調査すると考えているの
か。

■―氏： 23ページの緑の箇所、転用許可がおりてから、 10月中旬から実
施できたらと考えている。

ー長： 10月中旬に許可が下りる見込みで記載されているが、転用許可が
下りなかった場合はどうするのか。

•—圧：転用許可が下りなかった場合は、スケジュールを調整させていた
だく必要があるかと。

ー長：調査目的として、地域住民への説明のためのボーリングとい・う話・

であれば、仮に許可がおりたとして次の 27基のボーリング調査の

ときにまた許可の申請がくるということで良いのか、今回の許可

はあくまでも 7基の分という話で良いのか。

...,;£:そのとおりです。

コ・農長 ＿＿＿紺殿型巽廷LC滋紅の［醗器杜裂汐調査呑・兎更呑百渥躙
聰渥比壼環である。そうでないと我々も市長にも説明できな

いので、同意を得る得ない以前の問題である。きちんと準備書が

できた段階で、来年度からボーリング調査を同意を得た上で着手

するのが本当の筋では。そのため、全国的に事例があるのか。あ

まりにも手順がイレギュラーすぎて違和感がある。企業戦略上分

-4 -
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からないわけではないが、我々の立場からすれば、根拠があって

はじめて皆さんに説明ができる。

コ■課長： 17ページの配置はほぽほぼ準備書に近い場所と理解して良いの

か。

•一氏：はい。我々はそういった形で進めていきたいと考えている。
一沢長： 7ページの赤点線はあくまでもボーリング調査時のみの資材搬入

路か。幅員は何mなのか。・

•一氏：調査時のみの資材搬入路であり、 2m程度で提案させていただき
たいと思っている。

量•慄長：伍回し＼ただいだ資料と否日．，の説明＂で市長答説明 lピ．伍酎泰と思
つ。なるべく早い段階で市長へ説明したいと思うが、最終的な判

断は市長になるので、我々は資料で淡々と説明する。市長がどう

いう判断をするのかは、この場では判断ができないので、その結

果は速やかにお伝えするようにします。

•一氏：ご質問で色々いただいた事業者としての回答を今週をめどに提出
する。

ー長：［そ沼を藉ぢて希長．i：：扇函承五涌薔る百りだ5と思います。我々も

説明責任があるため、厳しい話もでてくるが、それを市長へ伝ぇ・

て、市長の理解、同意をもらわなければ、中々進まないといった

所もある。資料は速やかにいただきたい。

-5 -
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政策企画係 人口減少・定住自立圏係 財政係

＊ ＊ ＊ 

L但叶h‘d恥ぷーか位応1中1...RD5/08/1

十和田風力（株）／入電記録

日時：令和 5年 8月 17日（

対応者： ■十和田風力開発（梯

10: 00~10: 05 
l - -
次長

＊ 

女連日、テレビ、新聞等で親会社の日本風力開発株式会社が報道されている

が、当市での風力発電事業のスケジュールについて、．これまで説明のあっ

たままの予定で実施するものか又は修正、変更等はあるのか。
...,.•，ヨ●.....,.. ·:.·・・•·.,....,~ ・ • :,“9~’・-9 ～了••

■現在も連恥親会社への捜査が継続中であり＂、社員もコメン;:ドを控えるよ！
いち。応デシこ二元芦歪五―ーとの五嘉厄：ロニ）：

— ・ ・ ・→- -----:;.,.  •••• - •.. --::;  - - - -•一；·とと—ー·---ー-←·←——』

実施ず度の力ゞスケジュール」を見直すのかも含めて検討中である。

＊何か今回の報道について、雨に説明に来るとか予定はあるか。
'..,.....,•.".,. 

■特段考えていなかったが、ボーリング調査の件はもう市長まで説明に行っ

てくれたのか。

玄市長への説明をする間際になって、今回の事案が報道されたため、御社か

らなにか電話、説明等が来るものと思っていたが、連絡がいつになっても

なかったため昨日電話を入れさせていただいた。

■膨諷疇芦遁蒙親含紐に疇をじて長否；り連絡には時：F』蒻透科
罰堪叫。

(7 



部長 I課 長 人口減少・定住自立圏係 財政係
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• R05/08/21 

十和田風力（株）／入電記録

二：；昇：こ芦;1発]樹( ‘'ここ30~、一ー・

■先日十和田市より問い合わせのあった、①準備書のスケジュールについて、

及び②新聞報道等に関する市への説明について、社内精査に時間を要して
で一’•,.. •一ー ，．．．，··．．．一：―-一•一• 一 9，・． ．．．り ，．．． ．．9 ．. ,..―-. ” .., -•.,..., : -・：てアごー＝マ3
• • • ; :・ • • • • 9.-,. 1 : • •' 4. •. -, •• 9" .., ;'. • • • ; •. : : •• • "..; • ::: ; ••:i .. •ゞ： ・ • ;; 99•;: ·• • ・, • ；•・・・；• ． ．，・丸＇・ • • •• ' • •; • •L -: . ' ・' ·...—· ,; , ・・． 況・ :•• ・． ． ． ． ＂＇ ，． ＇： ．．ゞ：＂， み， ．．．9．.i 

おり、いつ頃説明に伺えるかも不透明な状況となっているため~-:、:"もう少し待
口＝―こ・r，；ぞ＇：．．・,` " 9 _ • → " ". :・ • ▲." "•"、...}‘’.  ̀  ・、"'.:" 4..."  " •• • •" = " :• F r -" "―-, " : :・ ：て＿1 -

iっていただきた以報告ずる準備が整ったら事前にご連絡し＜お伺いしたい。
し—----—・．．．ー·...- -. ..  4 ー••, r • •...、9..,........-―-··—•一

女内容について、課内で共有します。

(ff 



人口減少・定住自立圏係 財政・係
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R05/09/0 

十和田風力（株）／入電記録

日時：令和 5年9月1日（金） 16:40~16: 50 

対応者： ■十和田風力開発棘-次長玄．-（記）

----------------------------------------------------------・ 

■先ほどメールを送った。同じ内容だが説明する。
-7マ．・ •• •:^ ・.. •P―'て---.

．捜査は継続屯である。
と ' ’ ----2  -・ ; --•一—「―-·-.-•·:,c•,y ,--.·.··1,-一

•今日付けで、親会社日本風力開発株式会社のホームページに社長が交代する
,-··~....ヽ··て"'・・ ・--..~-,----.•. • •-----•一—•..一，．．．．一--,--....一・· • 9.  - - •• ••一ー “'・・ •一•99--••—· -. -“--—’• 4 

こと、外部の専門家を入れた調査委員会を設置する予定であることを更新
a - ----・ -“'ー・ • •- - --• •’•ー・コ・一ー“ー·9 - - -—• ・--• ••”- • •—— ― —.;_;—••.. .、,9 ローム“---

した。
------••一“. -- -・ • ̀― .. 

＂（仮称）惣辺奥瀬風力発電事業は継続していく。
:-..・,.一ュ・ • ' - --•一←・ー·-----• ---• ••一”· •一9-と“―· r ぇ •9 —... . • --• • •一•一·-----•一

・質問や説明して欲しいことがあれば、要望があれば対応する！。
`―·疇•• 一 ・・·・'•一••; •' し

六了解した。

輝日、農林畜産課及び土木課に御社の■さんという方から、（仮称）惣辺

奥瀬風力発電事業について、①令和 5年度中のボーリング調査は見送る、そ

の代わりに②基準点測量を行いたい旨の相談の電話があったようだが、こ

のことを知っているのか。

■知っている。

六政策財政課が新エネルギー（風力発電事業）の窓口なのに、なぜ当課に連絡

をしないのか。

●忘れていた。
玄市としては、先月の電話での報告で事業が休止したと箆識しているが、この

まま説明もないまま進めるつもりか。新たな計画書を持ち、説明に来るのが

筋ではないか。

圃その通り。連絡があったら説明に行く。

[9 



部長 課`長
課長補佐I係長 政策企画係
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十和田風力開発（樹／会議記録

内・ ・容：状況報告等について

日 時：令和5年9月28日（木） 13:15~14: 15 

場 所：本館4階大会議室

来 庁 者： ■+椰Ill風力開発排松本代表取締役、-氏、 ・・K、・・K、-氏、・・'氏

対 応 者：口管財課・・・■駈果長、一課長補佐員-主事

農林畜産課-課長‘...課長補佐‘...係長

スボーツ・娃争寵··課長補佐、•l·係長
政策財政課•■畔長、··欅長補佐、．．．．（記）

・・・・・・・・・・・・・疇”・ ·················”””””········—·····”“”···”··········”“--””°”··················“°”---················““·· 
【内容】

・十和田風力開発棘・（以下「十和田風力」という。）から状況報告に係る説明・

【質疑応答】

■松本社長：主に三点についてご説明させていただきます。

まず一点目、一連の報道の件ですけれども、大変ご迷惑をおかけしておりま

す件と；それから二点目今年に入ってからの風車の倒壊事故についてと、三

点目に今回の資料の現状の説明になります。

＿点目でございますが、右上に日付の入りましたA4の紙2点セットのものが

あると思います。日付ちょっと前後しておりますが、十和田風力の親会社で

あります日本風力会開発株式会社のホームページのリリースを印刷してお渡

ししております。 9月26白の件は、当社代表取締役の新社長の就任と特別調

査委員会の設置ということでございまして、 8月3日に疑惑ということ報道

がありまして、そのあと 8月5日に東京地検特捜部の捜索差押令になりまし

た。その後、もろもろ報道がでまして9月1日に前社長の塚脇正幸が辞任を

いたしまして、その後、当時の常務執行役員の松島聡が社長代行ということ

でやっておりましたが、日本風力開発は外資の扱いになるため外為法上の審

査等がありまして時間がかかり、ようやく審査が通り終わり、 9月26日付け

で松島が代表取締役社長に就任いたしました。そのご連絡と、ホームページ

でも申しておりましたが、今回の事件の原因と再発防止策の提言等を目的と

した弁護士2名とベインキャピタル代表の 3名で特別調査委員会を立ち上げ

たというご報告でございます。

9月27日付け、前社長の塚脇が起訴されてということでその内容のご報告で

ございます。一旦捜査は終了しておりますが公判がこれから継続ということ

でございますので、詳細についてのご説明は差し控えさせていただきます

が、いずれにいたしましても私ども十和田風力という別会社で事業を進めて

いるというものの、 100％の親会社のこのような不祥事が起こりましたことに

つきましては、改めてここでお詫び申し上げます。今後事態の進展、あるい

. -1 -
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ヽ は私どもが進めている風力発電所の事業につきまして、何か影響があるよう

なことがありましたら、速やかに皆様の方に可能な限りホームページ等に・ご

報告をしたいと思っております。引き続き、ご指導よろしくお願い致しま

す。一連の報道につきましては以上でございます。・質問がありましたらお願

いいたします。

clll課長：とりあえず、ご説明いただきたい。

•一氏：続きまして、 3 月 17 日六ヶ所村での風車倒壊についてご説明いたします。・
3月17日事故発生後速やかに専門家による事故調査委員会を立ち上げ、監督

官庁である経済産業省のご指導を仰ぎながら、事故の原因や再発の防止につ

いて協議を重ねてまいっております。現在六ヶ所村の風車サイトの状況です

が、倒壊事故発生後、安全確認の為に直ちに同発電所内すべての風車21基を

自主的に停止いたしました。事故調査委員会を立ち上げまして、経済産業省

のご指導を仰ぎながら緊急点検を 4月中に行いました。国内で稼働している

同型機を全て 194基を点検したということでございます。この内容につきま

しては経済産業省にも報告しております。その結果、 189基の内、倒壊号機 1
つ、もう 1機亀裂が発見されました号機がありまして、 2基以外は全て健全で

あり問題のあるものはございませんでした。この 2基につきましては、 9月上

旬までに自主的に撤去済でございます。 ・ • 
次に事故調査委員会と経済産業省との協議ですが、事故調査委員会は現在ま

でに 8回開催しております。経済産業省にもオブザーバーとして参加いただ

き、その都度ご意見をいただきながら、検討を重ねております。それとは別

に6月5日の経済産業省主催の自然災害等対策ワーキングにおいて、事故の

報告、審議を行いまして、委員の皆様から「亀裂の無い健全性が確認された

風車の運転再開」について特段意見が無く、経済産業省からもご指摘もなか

ったことより、タワーに損傷がないことが確認された風車については事業者

より運転再開の方針を示させていただいたということでございます。今後の

展開、状況についてなんですが、現在事故調査委員会では、倒壊した風車と

もう 1基の亀裂部の調査、測定結果と構造解析結果より亀裂発生のメカニズ

ムを解明しております。また事故の原因の対応といたしまして、運用ですと

か点検方法を新たに策定し、確実に運用・点検をすることで再発防止を可能

とする方向で検討を進めております。この件につきましては 10月下旬に協議

ということで言っております。いずれにしても安全性が確認出来ております

六ヶ所村の風力発電所に現在22基ございますが、 9月25日から再度点検を

行いまして、順次運転の開始をピかいくことで準循歪し．、て、地元皆様のご理

解も得ております。今後このような事後を二度と起こさないように新たな点

検方法を確定し、原因究明と再発防止策の取組みを確実に遵守して履行する

所存でございます。また 10月下旬に開催されます、再発防止による運転点検

方法について仕組みができましたら、次回ご報告をさせていただいと思って

おります。六ヶ所村の倒壊事故については以上です。

それから秋田の風車事故が報道されました。この件につきましては、新聞で

は日本風力開発が管理していると書かれていますが、風車のメンテナンスに

つきましては、別会社が中心となって原因究明、使用方法とか対策というと

ころを今現在確認中ということを言っております。秋田の事故については以
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上です。

叫-££:今までのところが今回の報道の件であったり、六ヶ所村の事故であったりし

たところで、日本風力本体に係る所のご説明をさせていただきました。先日

メールで送付させていただいた資料は、十和田風力の資料となっているので

すが、ここで一旦きって、ご質問と受ける形にするか、最後まで通した上で

まとめてご質問、ご意見をいただく形にするか、どちらがよろしいでしょう

か。

[・・'課長：とりあえず、ここで確認等させていただければと。親会社であります日本風

力開発に係る様々な報道があって、市としてはこれまでと少し状況が変わっ

たのかなというふうな認識ではいるのですけれども、確認なんですが十和田

塵力，としては；；若干のズケジュ→レ変更等はあるものの、＿これまで通り計画

造進めるという考えだということに間違いがないのか。

■松本社長：はい

コ・・果長：次に最初に社長の方からお話があった特別調査委員会を設置と、新聞報道で

も見ていましたけれども、委員会の報告、提言を受けて信頼回復に努めると

いうことになっていましたが、特別調蚕委員会に調査の期間がある程度のそ

の物が出るまでの期間的なものをどういったスケジュール感なのがをまずお

知らせいただけますでしょうか。

鴫■駅土長：そこら辺の状況をご説明したくて確認したのですが、まだ設置したばかり

で、調査もまだ未着手といったことで、いついつまでにどのような方法かま

だ決まっていないというところが正直なところでございます。今後スピード

を上げて、色々調査とか入ると思います。ある程度見えたところでまたご報

告いたしますので、今日のところはご容赦いただきます。

ロ長：風車の倒壊の話なんですけれども、原因は今の所はっきりと分かっていない

と、現在調査継続中という。

■―氏：先程話せなかったのですが、風車の点検の資料で、 2枚目の写真について、

10m部分のところ、溶接部に亀裂という所まではわかって、それも含めて解

析をしているといったところの状況でございます。

ロ・■課長：これはいつ頃までといったお話になっているのでしょうか。

・一氏：先程お話した通り、 10月下旬にワーキングが開かれると聞いておりますの

で、その時に再発防止に向けてまでの話になると聞いていますので、ある程

度今お話しにあった現況についても少しでてくるのかなと、私も確認してお

ります。もちろんその辺については、ワーキングが終わった段階で、ご説明

できればなと思っております。絶えず調査委員会ヘオブザーバーとして経済

産業省の方で毎回出ることですので、その他経済産業省独自の民間の方も参

加されるとということですので、その辺も含めて報告できればなと思ってお

ります。ですので、ホームページ上でも微妙なところあるのですが、事故の

最初の点検というところだけは出していくのですが、もう少しお待ちいただ

ければ、もう少しわかる状況になるかと思います。

口長：最初、状況が変わってきたと話ましたけど、これまでは景観とか自然保護だ

とか、古道といったところが市民の皆さんの議論の中心であったかと思うん

ですけれども、現状市民の皆さんの関心が今の事件でして、親会社との関係

と風車の倒壊とここの 2点にシフトしているのかなと、今、私達捉えていま
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す。他の資料も送っていただいたのを見せていただきまして、準備書のスケ

ジュールが2か月くらいしてからと先送りになったようなんですけれども、

函闊薔の前］ま改めてこの2点を含めた形え住民説明会のようなものを開催し

ていただくといるた所のお考えはありませんでしようか。

■松本社長：現地点でば準備書の説明会を 1月に予定しております。その時までに調査委

員会の最終報告までいくかわかりませんが、中間報告的なものがでるのであ

れば、私個人の希望でもあるんですが、その辺を合わせてご説明出来るかな，

と考えておりますが、逆に毛和田市の方から準備書の前にゃっだ方が良いと

：ことで助言いただけるのであれば、検討させでいただきます。
重■駒果長：市といたしましては、当初からこの計画に関しては地域住民に丁寧な説明を

していただいて、理解と同意を得るようにと一環してご意見を出させていた

だいているといった中で、今の感覚的な話なんですけども、現状のままで 1
月に準備書を出しましたとなって、それから住民説明会となっても、また、

相当前回のような、またそれ以上に長い議論になるんじゃないかというふう

に思っておりまして、その前段階で一度説明会を何らかの形で準備書の前の

即階送今すぐにという訳ではなく、今おっしゃられたところが分かった時

應でヨ度そういったものを設けた上で、”次のステップに進んだ方がいいので

はないかと思っております。これは市の方でやれとか、やってくれとかとい
ぅ話・・セはないのですが、現状の進め方だと少し難しいかなと思うところがあ

りますので、ご検討いただければと思います。

■■■駈：課長の言う通りだということで、お手元の資料の進捗状況の 3ページ目、本

来今課長が言われたことに対して、私共から市民の皆様へのご説明が 4月22
日の中間報告会以降、どういう形で市民に理解をしていただくか検討してい

ました。今回 8月に不祥事の報道があったものですから、その辺も問題にな

っ文ていると思っております。 1月の準備書の説明会の前までには、どういっ

た形でやろうかと考えていますので、ぜひそう言った形で組んでいきたいと

考えておりますので、よろしくお願いいたします。

・長：惣辺の事業の方でちょっと話をさせていただきたいのですが、私共と十和田

風力と見解に相違があるかもしれないので、ちょっとここで話をしたいので

すが、］迄t，・ーては、牧場内に風車を建てるといったことに対して同意をした
＇という認識は持つていないんですね。今その前段の色々と計画を見直してい
石段階であって、牧野の中に風車を建てるといったことに関して市がOKを出

したという認識は持っていないのです。そういう状況にある中で、今回の資

料もそうなのですけど、地質調査であるとか水脈調査であるとか、今回新た

に林道の整備とかという資料もでているようなんですけど、そういったもの
___....,..・

が牧野に風車を建てるという前提で話が進められているというものに関し
••• • •ー・・·

芍＼市としてはすごく違和感を感じ文＿い歪土吐どう笠が坦直空所でこございま
す。育r回も打ち合わせごごう,(;¥:ぅー場を設けた時に、手順といったものをきち

元と守った上で一つずつ丁寧に進めていたといった意見の交換があったかと

私は思っているのですけれども、例えば牧野でなければ、ここに建てるとい

ったような第 2案なりですね、そういったものを示した中で、いろんなもの

を土俵に上げた上で協議をすべきではないかと思っておりまして、色々厚い

資料を持ってきていただいてるんですけれども、ちょっとここに行く前の段
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階できちんと整理し、先程の住民説明も含めて、そういった所をしっかりと

やっていく必要があるんじゃないかなと思っておりました。

先般の市の議会でも、屠辰爾更乎栢目鼠防の計画に対して堕;§Jし文ぱ反対登

震蔚蒻低匂譴度は報道されました［迅ど怠だからとい＂っ文賛同してい
堕胚昼魚ぷ璽：推進す歪立場で、も無いんです。反対活動している市民の方も
いますし、賛成の市民の方もいらっしゃいます。当然事業者に対しても、市

としてはほんとフラットな状況で、公平は立場で対応しているという状況で

すので、そこがもういいんだというところではなく、そこの部分が一番重要

なのかなと思っておりまして、そういった所も丁寧にありきで進めるのでは

なく、そういった所から進めていただきたいと思っております。市として市

民の理解を得るといった所が最優先だとこれは常々言ってますし、この間の

議会でも市長もそういった趣旨の話をしていましたけれども、まずそこを念

頭に入れて進めていただければと思います。

そこを踏まえて、次の資料をどうすればいいかという所なんですね。

·—氏：-課長から話があったとおり、市として牧場内に風車を建てることに同意
したという認識をもっていないいうことだったんですけど、その中で、 2年

ほど前の議会の中でも市長の方から準備書を見て、つま‘りどうこう書で提示

した市、県からの意見を踏まえて、市として土地を貸すことに対してどうす

るか判断していくという前提がまずあったと思います。そういった前提の中

で今、計画としては牧場の中で風車を建てるということを前提に置いた時

に、その土地に対して環境影響評価をこれまでずっと行ってきて、そこに建

てた際どのような影響があるか、水関係もそうなんですけど、全体的にどう

いった影響がどうでてくるかをとらえた上で、準備書にお示ししたことで、

先程お話にもあったんですけど、住民間で丁寧な説明、説明の中にもどうい

った調査をして、どういった調査結果が得られたかということを準備書で提

示をすることによって、皆さんから意見をいただいて、それらを全てこみこ

みで準備書で住民からの意見だったり、どういった事業者が対応してきた

か、総合的に判断して、市として判断するという意図が市長の準備書で判断

するといった中にも含まれていると思っていますので、今、ありきでという

か、その大前提のところになると、牧場の中で配置してどういった環境影響

評価がでてくるかということを準備書にまとめあげた上で、説明会を行うと

いう行為自体は、そもそもこの資料にまとめたのでそれらを踏まえた上での

資料説明になるのですけど。

』・駅果長：先程、私が言っている住民説明会も含めて、おっしやっている制度的なもの

はその通りだと思うんですけど、その準備書の前の段階で住民説明会を開い

ていただきたいという話ですし、他の経済産業省でありますとか、他の組

織、広報的部分であるのは準備書ですし、最終的な判断はその準備書を見て

からというのは、それは間違いは無いのですけれども、私共十和田市は土地

の所有者で有って、当事者で有る。土地を貸す貸さないという判断をする立

場にありますので、それを含めて準備書の前に丁寧なご説明をしていただき

たいというのが先程の発言の趣旨でありまして、その中で色々な選択肢を示

した上で、協議をしていただけないかということなんです。色々と今までも

でて何回もこういう場を設けて、話をした中で、明確にダメだという話は一
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度もした時は無いと思うんですけれども、牧場内への建設は厳しい、難しい

と思うというようなことは何度もお伝えしていたと思っておりまして、その

中でやはりここなんだってことであれば、＿そこでなければならない理由とい

いますか、そういったものもご説明いただければ、私共も市長に説明すると

きにーこういうこういった事なんでどうしてもここだそうですといった説明を

できますし、こういった話も前回もしたかと思うんですけど、牧野がダメだ

ったらどうするんだという質問に対しては、別な場所の検討もするというよ

うな感じのお話、ちょっと議事録等無いのであれなのですが、そういったこ

とも検討しなければならないといったお話があったかと思っておりまして、

市から言われてから次ということでは無く、出来るのであればそういった所

も含めた上で土俵に上げていただければ、いいのかなと思っての発言でし

た。

叫■■l氏：そうですね。資料の方は今年の住民説明会、第 2回の住民説明会が終わって

から行ってきたことを要点だけちょっとお伝えさせていただいて、それにつ

いてご意見をいただくとかそういう意図での進め方でよろしいでしょうか。

c11111課長：それは構わないのですけれども、今の基本的に牧野での計画としてこういう

事をしたいんだという話であれば、今この場で同意といった話にはならない

ので、そこを踏まえて次回にでもご提案いただければ次のステップの話にな

るのかなと。

•一氏：そうしますと、事前に資料送付させていただいたのは全部で 6 点になりま
す。その内 2つの資料は今日説明しない形で、今お話があったので。大本の

資料が調査経過報告書になります。進捗状況報告書に添付される形で、 3つの

資料があります。これは『十和田湖・奥入瀬渓流・八甲田連邦の景観に関わ

る調査経過報告書』が添付 1となります。『「十和田古道」に関する調査経過

報告書』が添付 2になります。附属として『別冊フォトモンタージュ』が添

付 3となり、この 4つの資料になります。今年度お願いしたいことなどは、

今年度予定作業という中に記載してましたので、今年度の予定作業とここに

関する図面というところは割愛させていただきます。ある程度目は通してい

ただいているという前提で要点だけお話させていただきます。

調査経過報告書の中で今、事業計画としては、現段階は第 2回中間報告会

の所から風車の基数叶・基削減しまして、・基の計画としております。当初

の方法書の計画からすると大体-ha程減、■割程度の減となっておりま

す。理解活動の所、地元への活動といった所に関しては、勉強会の開催を検

討していくといった将来の所になるんですけど、関係機関への事業説明とい

った所で商工会議所であったりとか、まわりの取り扱い方とか作業効果、か

いじょの考え方について確認させていただいております。後ほど青森県にも

先週からこちらも併せてご説明させていただきます。この 4つの資料につい

て青森県にも同じもので配布しております。その上で説明しております。

青森県案件に関係する部署に伺って、例えば環境保全課には環境アセス、

これまでいただいていた県知事意見に対する事業者の考え方であったりだと

か、景観であったり古道に対してというのは県知事意見だったり、留意事項

であったり住民の方々からの意見多数いただいてることから、経過報告書を

もって事業者の方で何を進めてきたかということと、一番主要な点としては
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最終ページになるのですが、十和田湖・奥入瀬渓流・八甲田の景観に対して

事業者がどういう見解を持っているかということを結論出ししております。

十和田古道に対しても同様です。ただ十和田古道に関しては青森県の関係各

課に回った際に文化財保護課を伺ったのですが、情報に関しては十和田市の

関係各課も今事業者の方で考えてることであったり、調査報告については十

和田市の関係各課にも共有しておいてほしいという意見もいただいておりま

すので、こちらに関しては、後で打ち合わせの機会をお願いしたいなと思っ

ておりました。

■―氏：古道の件については、いろんな専門家でありますとか有識者の方に色々ヒヤ

リングしてみて、残念ながら~今
後も引き続いて'・・先生にもお会いしてですね、見解を反映できるように考

えています。

■―氏：順番が前後するんですけど、事業内容の中で県からいただいた意見なんです

が、 4ページのところで方法書以降にて受領した地元住民の皆様および関係機

関からいただいたご意見、アドバイスを踏まえ、環境影響低減といった形で

主に景観と文化財と世界遺産という大きい 3つだと捉えてまして、それに対

して経過報告書という形で作成しております。 5ページになるんですけど、生

態系への影響であったり、水質への影響といった所に関しては、検討状況と

しまして、今調査結果を元に環境影響、今の環境に対して風車が立地するこ

とで、例えば工事であったり、風車が立つことでどういったことに変化が生

まれるかといった所を評価している所でこちらは準備書で結果を公表するこ

とで、それに対して住民の皆さんからの意見であったり説明の場での、意

見、コメントをいただくことで考えておりました。準備書に向けてといった

所で、現地調査完了しておりますので、現地調査の結果を踏まえてそれを予

測評価をした上で、影響についてどういった形で影響がでるかといったこと

を準備書の縦覧という形で広く公表することで、それに対して同時に意見募

集をポストで行います。郵送でも受付ています。意見募集や住民説明会を通

じて計画に反映するということで計画をしておりました。準備書の縦覧の中

で住民説明会も開きますので、その際に準備書の結果、鳥類であったり全て

アセスで決められていること項目については予測評価した上で提示して意見

を伺うという形の計画としております。

■-!£:この件につきましても、早急にその辺の所を見直しして反映して、期間まで

に対応したいと思っております。少し修正があることとなります。

■―氏：概要だけの説明となりましたが、以上とさせていただきます。

叫■■氏：モンタージュの方は、前回 4月にお話させていただいたとおり、さらに詳細

にわたって検討しておりますので、資料を見ていただきたなと思います。

■■■駈： 4月に公表させていただいた所と若干変わったところがございます。簡単に

申し上げますと、今回、準備書で予定させてもらっていた造成計画、こちら

になぞって風車の設置場所が若干変わってきたと、そういった所の微調整

で、今襄蒻怠セ最終版といった形で公表を予定しているものという位置付け
となります。以上です。

■―氏：進捗状況報告書に関しては以上となります。こちらに関してご意見・ご質問

がありますでしょうか。

-7-

つtヘー？ょ，yご



ー長：先程 、 2す年4月時点から風車の基数34基から・'基に減らしだという話でし

忍へ減らした箇所ばどこでしょう。

•一氏：別添資料③ （仮称）惣辺奥瀬風力発電事業土地利用計画図案全体平面図の（中

域図②）の上の方で、具軍泌．＇’⑮祇葉側で.内を予定していたものを今回

望冦謬：じた。
コー課長：ぬ■より上にあったものを減らしたということですか。

•一：若干北東側によっていたものを減らしました。
ロ長：地権者は一になりますか。

■-氏：-'になりますので所有者l靖・こなります。

ロ佐：モンタージュなんですけども、 4月の時にも申し上げたんですが、十和田湖奥

入瀬渓流ですね、景観が特別名勝いわゆる国宝になってまして、文化庁の方も

だんだんと考え方も厳しくなって．、世界遺産の話があるんですが、指定地域外

も含めてみたいなところの考え方もだんだんとでてきているということなん

ですけれども、景観がまず文化財ですので、前もちょっと言ったんですが、こ

れ点で見ているわけなんですけれども、点で見える見えないの話をしているん

ですが、北側の道路のあたりでとか、その辺のあたりで見えるところがないの

かといった話をちょ＇つと前にしたのですが、その辺はどうなのか。どっか一部

で見えてしまう所があるのかないのかといった所を前聞いたんですが、その辺

がどうだったでしょうか。例えば、十和田湖の北側の道路だとか走ってた所、

全部走って見ているわけではないのですけど、見えたりしないのかなと。今点

であくまで見ているわけですけれども、もちろん実際そのもしそういうことが

あれば観光客から色々言われたりだとか、ちょっと出てこないとも限らないの

で、そういった所があるのかないのかそういった所まで検討されているのかと

いった所を再度聞きたい。景観が文化財なので。

•一氏：今現在時点で眺望している場所につきましては、観光スポットになりえる場所、
そういった場所からといった所で眺望地点を指定するとということになりま

すので、景観の方も進めてきたというところです。先程申し上げたところ一般

道路のどこかとかそういった所に関しては道路交通法ではなかなか眺望地点

になりえないだろうという所もありますので、そういった所は対象外とさせて

いただいているという背景になります。

■•■駈：一応、青森県沼干ーの意見妥換忍観光歪画課西入っていただきまして八甲田周辺か
店含めまして周遊道路、何か所が動画で全部車を走らぜて説明会で見せた、りし

ていま吋切そ、またその辺の奎体的などころあ＇ヂ土＿ック、確認を＿し rております。

ー佐：一応何か言われる時がありますので、その辺チェックいただければと思います。

□-哺佐：-さん、厳しくなってきたというのは誰に言われたのか。

1・'甫佐：文化庁から最初だったんですけど、周りも含めて所謂、世界遺産の場合にはあ

るのですが、指定の外側も少しなったりする。今回景観というのもあって、指

定区域内ではないのですが、見えたりするのでってところも考え方もが厳しく
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なっているところもあって、この間文化庁と別な所で、十和田湖奥入瀬渓流の

保存活用計画というところで文化財をどうするかという計画なんですが、そこ

でも見直せという話もでているため、一応前に 4月の時もお話したのですが、

今眺望点で見ているわけですけど、そんなところで目立っちゃうということは

ないのかということを再度調査いただきたいなと思っております。今調査して

いるのであればいいのですが。

--厨一応色んな景観について青森県の世界遺産関係の専門家の先生と打ち合わせ、

ビアリングさせていただいて、色んな今•■さんがおっしゃられたような所も
含めて調査させていただきます。

l 課長：文化庁とのやりとりはやっているのか。

・一氏：ゃっております。古道の関係をメインにやっております。

項．． 鰈：そういうやりとりがあって、面識があるのであれば、県といっても県の行政範

囲でしか話をしないと思うので、直接文化庁の方とやりとりをする機会がある

のであれば、今のようなところも踏まえて文化財保護の観点からも色々ご指導

←・ いただけば大丈夫なのかなと思いますので、そういった所も丁寧に進めてもら が

えればと思います。

■-氏：ぜひやりたいと思います。協力してやっていきたいと思います。

ロ佐：関連してもらった資料別紙 1-1の調査経過報告書の 12ページにその可視領域

というのはもうでているのかなという感じで見ておりますが、これが調査の結．

果ではないのですか。

■-氏：この資料の前提は特別名勝の範囲と事業位置を示す前提の区域で作った地図、

図面で。

ロ長：ピンクの可視領域の部分で、何をもってこの色を塗ったのか。

■-■氏：この可視領域につきましては、地形だけで見えるかどうかといった所をあらわ

したものでございます。

L・・『甫佐：地形からいって白い所は見えないと。先程いった道路沿いとか見えないといっ

た所もあるのかな。

口長：敢湖台とか御鼻部山とか紫（可視領域）になっている。

、口佐：気になって。大体木も生えて見えないのかなと思ってはいたのですが、その辺

一応再度確認いただければと思います。

こ長：別添資料の②（今年度の予定作業）これは再度洗いなおすってことなのか。

叫■■『紅可能であれば、資料に沿って計画の所もご説明できればと思ったのですが、牧

場の中って所が検討するところでございましたので。

旦長：改めてもう一度考えを整理した上で、もう一度ご相談いただけるという今日の

所はそういった認識で構わないですよね。

・一い畜産課さんの方に詳細な所を少し細かい所を聞きたいというところもあります

ので、事前に打ち合わせをしてご都合の良いときに。

口長：前回打ち合わせの中で、準備書が先なのか作業が先なのか。それで全国の事例
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を見て、手順がどうなっているのか確認してくれっていうのもそれを踏まえて

の予定表だと思っているのね。地質調査は、今年度無しで来年春からやります

ってことは、準備書の方が先だって認識でいいのか。全国の例をとってみて日

本風力、十和田風力以外のグループ会社もあるだろうけど、その中で前回は地

質調査を先行してやりたい、準備書が出る前に。それはイレギュラーだったっ

て考え方でいいのか。

鴫■■駅：その件につきましては、本来本当は今年進めたかったんですよ。先程お話があ

りました通り諸事l青により。
｀長：その事情は良しとして、障害がなければ準備書の前に作業を着手するのは有り

となるのか。

・一氏：今回、いろんなお話をさせていただいたように、住民説明会での色んな質問等

ございましたので、少しでもその辺を説明できればと思って一部ということで

提案させていただきました。今回私共の関係でこういう形にさせていただきま

したが、それも含めてもう一度説明をさせていただきたいと思います。

「．． 馴長：事業の進め方で急いでいるのはわかるんだけれども、きちんとそういうのは丁

寧に少しずつ一歩ずつ前進していかないと、その辺心配していましたので。

口佐： 2点確認したいのですけど、市議会で取り上げられているとかうちの課にも市

民の方が何回か来たりだとかあるんですけど、十和由風力の方にぞういった問

い合わせがあるのかというのと、先程の可視領域の話でいうと秋田側の方がす

ごい色塗られているんですが、秋田県側との話は大丈夫なのかということの 2

点。

■-氏：住民の方からの問い合わせの方は今週の始めに準備書はいつやるのかという質

問ーが来ていたのが 1件ありました。

・一氏：我々直接受けたときにはいなかったので、改めて私の方からおかけしまして、

対応の方をさせてもらっているんですけど、今現在でどういった対応になりま

すかというお話がありましたので、今回の報道の対応等もありますので、 11

月以降になりますと対応の方をさせていただきました。

■-氏：秋田県側鹿角市、小坂町の件だと思うのですが、準備書こみ縦覧あ際には<i'・・縦覧

、切設置i~・・ついて鹿角市と小坂町に相談予定です。
口佐：これから説明するということですか。

■-氏：はい。

■―氏： 4月の住民説明会の案内は鹿角市、小坂町にした。一F`：出席はなかったのか。

■―氏：小坂町の課長補佐が出席している。

ロ・■課長：それは十和田でやったものか。

■―氏：はい。

ロ．． 課長：秋田側で何かアクションを起こすというのは。

■・・・卜＿：今の所は縦覧という形で、その時に相談する中でもしかしたら要望もあるのか
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と。現時点では縦覧という形で。

口長：可視領域の話で、 5ページの図面だとか十和田市街地部分が切れているので、

そっちの方がどうなんでしょうか。十和田市街地あたりから切れた感じだった

ので、この図面といったのはあったりするのか。どこかで見れたりするのか。

•一氏：この資料の中にはないのですけれども、地形だけで言えば見えるという可能性
は若干あるのかなと。当然ながら標高であったり、位置関係といった形で、こ

のあたりは確認をさせていただければなと思っております。

口長：あとで構いませんが、なんとなく見える資料がないなと思いました。

ロ長：市側の質疑は以上なんですが、何か。

ー氏：先程もお話させていただきましたように、計画を進めるにあたり、関係各課の

皆さんのもとに今後ご相談させていただく機会をいただければと思いますの

で、どうぞよろしくお願いいたします。

ロ．． 課長：色々と厳しい意見も言わせていただきましたけれども、私共も市民の皆さんと

議員に対して説明をしていく責任がございます。何度も言っていることですが、

←•ー・ 現時点で0かXだという話ではないんですけど、そういった所しつかりとでき

るような形で進めていく必要があると思います。住民に対しても、私共市側に

対しても丁寧な形でー歩一歩進めていただけたらと思いますので、今後ともよ

ろしくお願いします。

【当日配布資料 4点】

①当社前代表取締役の起訴について 2023年9月 27日

②六ヶ所村風力発電所 1-3号機タワー倒壊亭故発生を受けて緊急点検について 2023年4月25日

③六ヶ所村風力発電所 1-3号機タワー倒壊事故緊急点検及び協議の経緯について 9月28日

④六ヶ所村風力発電所＃1-3号機位置図 9月28日

【事前配布資料 6点】

⑤ （仮称）惣辺奥瀬風力発電事業進捗状況報告書 9月 28日

⑥別紙 1-1十和田湖・奥入瀬渓流・八甲田に関する調査報告（案） 9月28日

⑦別紙 1-2十和田湖・奥入瀬渓流・八甲田に関する調査報告案ー別冊モンタージュ 9月

⑧別紙 1-3十和田古道に関する調査経過報告書（案） 9月28日

⑨別添資料②今年度内の予定作業

⑩別添資料③ （仮称）惣辺奥瀬風力発電事業土地利用計画図案（全体平面図） 2023年4月25日
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□•• 惣辺奥瀬風力発電事業にかかる意見交換記録

とき

ろ

席
こ・と

出

令和5華10月6ー：日（金）

午前:11時から
市役所別館4階会議室2
スポーか生涯学習課：．． 課長補佐、・■駁化係長

日本風力開発儀i)・・・,
十和田風力開発棘_,~
日本気象協会
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議論の概要．

（仮）惣辺臭瀬風力発電事業の十和田湖 A奥入瀬渓流の景観にもたらす影響等について、十和

田風力発電より改めて調査経過報告があり、スポーツ•生涯学習課からは文化財保護の観点から

質問を行い、双方で意見交換及び情報提供を実施した。

内容は以下のとおり。

スポーツ•生涯学習課··暑スポ生
十和田風力開発誇...'ナ十和田風力

スポ生

十和田風力

【十和田湖・・奥入瀬渓流について】

十和田湖・奥入瀬渓流は文化財．（特別名勝及び天然記念物）．の観点から、市の、 I.

「十和田湖および奥入瀬渓流保存管理計画」に基づき、管理、保護しでいる。

景観などの取り決めもこの計画に基づいて行つており、規制範囲とレてーはあく

まで指定地域内となる翌昨今は、文化財周辺のパッファーゾーン（緩衝地帯）

lも霊要になっている旨、文化庁から指導を受けている。 ． 

また、同指定地区は特別名勝であることから風車が道路などから見えることを
.,懸念している．

「別紙l-1」p12の調査地図によると、御鼻部山炉紫色直力発電機が可視で

きるゾーン）となっているが大丈夫か？・

・「別紙 I力の調査地図は樹木等を考慮痣ず｀地形のみで可楓領域を机上計算

したもの。この瑯図では、・プレードトップ1m飛び出るだけでも可視領域として

いる。

そのうえでヽ 樹木等の影響を考慮し、さらにプォトモンタージュを行っ記

1 
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フォトモンタージュで確認したところ、御鼻部山からは可視できないと思われる。

新たに作成した「別紙1-2」によると、p4御鼻部山は繁茂期、落葉期共に樹木

の陰で不可視になると思われる。

奥入瀬渓流道路も不可視確窮、十和田湖遊覧船も動画で確認し、経路の不可視

を確認した。

スポ生 I 外輪山部分でも確認したのか。

．．，．、

十和田風力 lすべて確認した。別資料を参照いただきたいが、これは道路が紫色になってい

る地点のフォトモンタージュを行ったものである。図 2-8~2-12は十和田湖西岸

のフォトモンタージュ結果である。

酉岸1の地点は駐停車できるところがなく、車に乗りながらではどうか、とい

うことでフォトモンタージュを行ったが、まず可視できない。

西岸2も駐車帯なく、向岸の見えそうなところのフォトだが見えない。西岸3

~4も見えそうな個所を選んで実施したが、道路手前に樹木などがあり見えない。

西岸5は標高が高いところで、赤枠の中の部分（図2-12)は風車のブレードが少

し出るが、樹木あるため見えないと思われる。標高が高くない地点に関しては、

プレードは樹木に隠れ見えない。•

御鼻部山は湖にせり出しているが、道路は内陸を走るのでまず見えない。

スポ生 1 外輪山から奥入瀬渓流に通じる道路はどうか。

十和田風力 I樹木がたくさんあるので、見えない。

スポ生 I 御鼻辺山の展望台なども気になる。

近年土砂災害が増えている、土砂災害が起こり、樹木が倒れた場合はどうか。

十和田風力 1 地面が大きく崩れれば見えるかもしれないが、 1本倒れた程度では見えない。

スポ生 I 十和田湖北側の外輪山からは風車はどのくらいの大きさで見えるのか？

十和田風力 1 御鼻辺山から 8kmくらいあるので、視野角が1度以上で視認される可能性があ

る場合を示しているが、大きく見えることはない。

ビュースポットからは見えないよう配慮したい。国立公園に入っていない地点

でも、親光・景観を重視し、風車の高さを変えて配慮している。

2
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スポ生

十和田風力

（世界遺産登録の視点から）三内丸山遺跡センターC．~所長とも意見交換し、

景禍が財産だということは承知している。 10/9に批界遺産登録推進フォーラムが

行われるようだが、市職員も出席されるのか。

教育委員会スポーツ•生涯学習課から 1名出席する予定。世界遺産登録のハー

ドルは高いと考えているが、地域住民の関心は高い。ただ、世界遺産登録になる

かどうかにかかわらず、特別名勝及び天然記念物であるため、文化財という観点

から、 （開発等については）文化庁からもいろいろ確認するよう言われている。

9月5日～6日に文化庁の調査員が来庁し、県文化財保護課担当も立ち会い、

指導があり、ブレードが見えないのであれば大丈夫とのことだった。

にも世界遺産登録の件で相談、景観等考慮するようにとのこと。

ただし、地元の考えと温度差があるように思う。

スポ生 1 ` 一般的に世界遺産登録にはかなりハードルがあるとみている。しかし、地元が

世界遺産を希望しているのであれば、指定地域周辺（バッファゾーン）も含めた

配慮も必要になってくるだろう。

十和田風力 1 世界遺産登録の価値についてはこれからの議論と受け止めている。ただし、私

たち文化財の指定範囲を超えて考慮するよう言われ、景観に関しては分厚く、 T

寧に対応している。

スポ生 教育委員会もあくまで「文化財保護法」の範囲で考えている。ただし、開発地

は指定地域から離れているが、名勝（景観）にも影響があるので、準備書の中で

述べたことは配慮していただきたい。

十和田風力 1 世界遺産登録の範囲を相駿した際、特別名勝の範囲となるだろうとのこと。

他の先生の見解も聞いて、現地に来て見ていただいた。緩衝地帯について、地

元団体から何か意向などは聞いているか。

スポ生 1 まだそこまでの意見は聞いていない。

十和田風力 1 世界遺産登録実現には体制づくりなど大変だと思う。協力できることがあれば

したい。

3.  
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【十和田古道の内容につヤヽ't.'t·—•一•一•一•一•一・ー・ー•一•一・ー・-·-・ー・ー・一•一•一•一・ー・-·ー・ー・一

十和田風力 I十和田古道が熊野古道に匹敵するのか勉強するため、当社職員で熊野古道の視

察に行ってきたが、地元組合の方も研修を行っており、ルー．卜整備もきちんと行

われており、静寂な祈りの場としての歴史を感じた。

十和田古道はどのようなスタンスで行くのか。県や市、地元のガイドクラプと

も意見交換したい。ただし、一允生とは二年前にあってから会えておらず、

現地立会も一緒にしてもらえない。市の十和田古道に対する見解は？

スポ生 十和田古道の認識は、堀状の遺構として残っていること、また、当時を伺いし

れると思われる文献が複数確認されているといったところ。

残された遺構の時代や本当に道かどうかも含め確認はできていない。また、開

発予定地区では痕跡がほとんど確認できていないと認識している。

熊野古道の場合は、遺構とともに要所要所に文化財を持つ著名寺院が残ってい

る。文献も多数あり、いろいろ研究されているが、十和田古道の場合は、十和田

山信仰自体がよくわかっておらず、現段階では評価が「難しい。‘

十和田風力 1 世界遺産登録のためには、熊野古道との同様の理由では登録はできない。熊野

も道路がと切れているところは、指定からはずれている。

スポ生 I 古道の場合、文化財としてどうかは、遺構が残っているかが前提

十和田風力 1 古道は文化財としてどうまとめるのか、将来取り組める状況か。

スポ生 I 特に今回の開発区域では現段階でははっきりしないことが多い。

十和田風力 1 「遺構」と「遺物」の違いを教えてほしい。

スポ生 1 「遺構」は不動産、 「遺物」は動産。遺構の集合体が「遺跡」となる。

十和田風力 I遺構は、目に見えて残っているのが定義ということか。

スポ生 1 地中に埋まっている場合も保存されていれば対象。国指定史跡の場合も後世へ

の保存の観点からすべては発掘調査しない。一般的には、一部調査をおこない、

想定で史跡の指定範囲を決めている。

古道が埋まっている部分可能性もあるので、痕跡のない「惣辺牧野周辺」もな

いとはいえない状況。＇
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ただ、古道については、惣辺牧野以西は痕跡がないのが現状で、・・教授は「惣

辺牧野から先は工事費が尽きて整備しなかったのでは、という解釈をだされてい

る。

十和田浮力

スポ生

「別紙1-3」によると、ここが古道の跡といっている。少しくぼんでおり、続い

ているかはわからない。

十和田湖まで続く道路が開発区城予定地内あったことは（古老の言い伝え等か

ら）確かだろうと思う。位置まではわからないのが現状。地元団体のいう想定ル

．，ートがだされているが、ただしはっきりした証拠はつかんでいない。

十和田風力 I調査する考えは

スポ生 I 先の会議でもあったとおり地質調査も含め、市では事業が確定してからと言っ

ているから試掘調査についても現段階では難しいかもしれない。

十和田風力 I埋蔵文化財包蔵地にする考えは

スポ生 I 県とも相談したが、道路を埋蔵文化財包蔵地にすることは県内でも例がなく難

しい。なお、史跡も遺跡はその部分が対象であり、景観までは保護の対象外。■
・先生の見解を聞いてみたいところ。

十和田風力 1・・K生はガイドクラブと一緒じゃないと入らないと言っている。遥拝所の調

査していない。遥拝所があったとされる牧場内はもう開発されている。いい景観

を守りたいという気持ちはわかるが、十和田古道についてはよくわからない。

スポ生 市のスタンスとしては、開発計画は地元関係者の声をよく聞いて進めてほしい。
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R5/10/18 

十和田風力開発棘／打合せ記録

庁

応

“―
 

内

日

場

来

対

課長 I課長補佐 I 係長 政策企画係

容：第3回中間報告会について

時：令和5年10月18日（水） 11:30~il: 50 
所：本館3階総務課打合せスペース

者： ■+細勤伺競i-氏‘・・量£

者：口政策財政課一課長補佐‘...（記）

【内容】

•一氏：「第 2 回中間報告会」の参加者からの意見を受け、社として再度丁寧に説明を
行う予定であったが、日本風力前社長の不祥事を受け、開催できずにいた。

• 11月に「第3回中間報告会」を開催したいと考えている。

■-'氏：「報告書」（別紙参照）を関係各課に配付していただきたい。

「第3回中間報告会」は、 11月21日（火） 18時30分～20時30分、文化セン

ター大ホールまたは生涯学習ホールで開催予定。

【質疑】

（第3回中間報告会の周知について）

•一氏：前回（4月）と同じく、市広報 11 月号に「第 3 回中間報告会」の案内を掲載
していただきたい。．

ゴ•馳長補佐：、締め切りが過ぎでいるのでできない。 ・ヘ

•一氏：市議会議員にも郵送で案内を発送する。

濯9ょ二;:;;~':;。きは；。の周知より市が先ということはない。
渭ょ｀：ば°る一ームページの更新頻度は。月 1回程度か。

コ艦：言雲。チラシを折り込みできるか。

叫■■氏：各コミュニティセンターにチラシを配置してもよいか。

ロー：前回同様に所管課のまちづくり支援課へ報告の上、各コミュニティセンター管

理者と相談すること。

•一氏：全町内会長へご案内の送付はどうか。
ロ・駆長補佐：貴社で判断いただきたい。名簿は外郭団体に相談しては。

•一氏：新聞への折り込みや郵便局に頼んで全世帯への毎戸発送も検討したい。

-1.-

下記の件について、次のとおり報告

し、関係課に共有します。
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（第3回中間報告会について）

■-氏：第3回中間報告会では、下記の説明を行う予定

①8月の日本風力前社長の不祥事の報道について

②惣辺奥瀬発電事業について

③六ヶ所村の六ケ所村風力発電所 1• 3号機タワー倒壊事故について

←し知恥叫い叫ぃーf4わ謹和ゆ．
（その他）．．

·—氏： 10 月 6 日（金）にスポーツ・生涯学習課と打合せをした。
また、 10月9日（月・祝）に市民文化センターで世界遺産登録推進フォーラ

ムが開催され、講師である三内丸山遺跡センターの＇■・所長の発言・内容につ

いて確認したいことがあるので、スポーツ・生涯学習課に確認しに行きたいが

よいか。

口長補佐：良い。

•一氏：農林畜産課へも今後の進め方について相談に行きたいと思うがよいか。
ロ長補佐：良い。

■• :9月28日（木）の打ち合わせの際の回答・報告を．．課長にしたいと考えて
いる。

口長補佐：前回の話し合いの中で課題がいくつかあったと思う。それを置いておいて中間

報告会を行うことについてどうかと思う。

•一Jf; :そのとおりと理解している。関係課と協議の上、手順を踏んでまいりたい。

以上

％正一 th心 1・.

f、弔科^，9-イむ）“i知吋．釘厖吼心忍ダ雅紘t

i〗丘祉紅、．令した~ . ,.,. 
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下記の件について、次のとおり報告

します。

R5/10/26 

十和田風力開発（樹／訪問記録

内 容：第3回中間報告会の延期について

日 時：令和5年 10月 26日（木） 11: 45~11 : 50 

場 所：本館3階政策財政課窓口

来 庁 者： ■+細勤開発薗-氏、-'氏

対 応 者：口政策財政課・・'課長補佐、．-(記）

-----------------------------------------------~---------------------
【内容】

（第3回中間報告会の開催について）

•一氏： 11 月 21 日（火）に開催を予定していた第 3 回中間報告会について、令和 6 年

・長補佐・

（その他）

叫■■ 氏：
ロ長補佐：

1月下旬へと延期することとした。 ' 

理由は、六ヶ所村での風車倒壊事故の結論が 11月末に固まる見込みであるた

喜ョ鬱言し、、。霊は：言。`：：：：：；；巴;9、、

せていただトヽ ている。

璽-•氏：承知した。

以上

臼 II州伍・,1奴．紺砂レ（10パ）
nの～R了^ ’砂灯レt,.j炉h口そ

此心砂・．叶1¥I~ t 4行kif瑾 n：：：レ

三＇悶rl,to） Iーり；＿3；■＇：：姜終ち均）`

Q)筍繹知祠喜＠急釦奥濠峯f.@朽醗げ滋和
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R5. 11. 2 14 : 00~14: 20 

十和田風力開発との打合せメモ

来庁者

対応者

内容

十和田風力

十和田風力開発：

管財課

政策財政課

一、一
一課長、 -甫佐、..  ・■（参考のため同席）

・突然ではあるが、奥瀬財産区敷地内で水質分析を実施したいため、立入を許可していた

だきたいと考えてる。

・環境アセスメントに関する水質分析等は、近隣の川で調査をしていたが、市民等への

説明を考えより詳細に調査したいと考え、掘削等は行わず敷地内の湧水で調査出来れ

ばと考えている。

•財産区議員に対しての説明は、来週 8 日（水）に実施することて．． 駅ばし長と調整し

ている。

・詳細な調査場所は、来週6日（月）に資料で説明するが 16箇所を予定している。

管財課

・具体的な資料が無いため、この場での回答は出来ない。

・資料に、調査場所、調査内容、調査期間等を整理いただき改めて説明いただきたい。

.. 
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下記の件について、次のとおり報告

ll,ます。

十和田風力開発隊／打合せ記録
R5/11/7 

内
日
場
来
対

容：奥瀬財産区敷地内での水質調査について
時：令和5年 11月2日（木） 14:00~14: 20 
所：本館3階生活福祉課相談室

者： ■＋細勤開繹・・駈、一氏
者：口管財課•■■尉長、-劃頃湘i佐、··駈三事
．政策財政課•••■■9 （記）

------------------------------------------
【内容】
•一氏：奥瀬財産区敷地内で水質分析を実施したいため、立入を許可していただきたいと考え

ている。環境アセスメントに関する水質分析等は、近隣の川で調査していたが、市民
等への説明から、より詳細に調査した方がよいと考え、掘削等は行わず敷地内の湧水
で調査出来ればと考えている。
財産区議員に対しての説明は、来週8日（水）に実施することで．． 犠長と調整して
いる。詳細な調査場所は、来週6日（月）に資料で説明するが16箇所を予定してい

る。
1.長：具体的な資料が無いため、この場での回答は出来ない。資料に調査場所、調査内容、

調査期間等を整理いただき改めて説明いただきたい。 • 

庁
応

以上

十和田風力開発聡／打合せ記録

内 容：奥瀬財産区敷地内での水質調査に係る承諾依頼について
日 時：令和5年 11月6日（月） 10:30~11 : 00 
場 所：本館3階生活福祉課相談室

土 庁・者： ■十細勤開発徘-氏、-氏
•対 応 者：口管財課•■．． 課長、．． 麒速長補佐、．． 駈こ事（記）
-------•-------•—•---··· 
•一氏：水質調査に係る承諾依頼に係る資料ー式を持参したので、ご査収いただきたい。

：内容を確認し、回答する。

以上

【今後の予定等】
• 11/6（月）管財課との打ち合わせ後、水質調査が放牧場周辺にも関わることから、十和田風力

盆9芯覧品霊'’'竺茫；悶厚ょ：：こ、こ：、た三`ぶ；：：：な；；子9空；点こ百こ：ょ；芦
した方がよいことなど）を追記した上で承諾依頼を出し直すよう指導。
→11 /7（火）午前に十和田風力が修正した資料（別紙）を管財課に提出。
•財産区敷地内での水質調査に係る承諾を行うにあたり、管財課長から総務部長に説明したとこ
ろ、市長の確認を得た方がよいとの指示があったことから、事務専決及び代決規則規則では
課長決裁の事務であるが、粛喪雰‘の決裁対応時間に説明1：：：大る予定。

ーしI71ッ日か 1和爪［以絲叱雌租）

11-↓1v哨呪糾ヽ ・幻吠1ヤし”‘で-1 -
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課長 係長 貝 担当

奥瀬財産区議会特別委員会会議録

1.日時

令和5年11月8日（水） 8時30分開会

14時00分閉会

2.場所

奥瀬財産区有地

3.案件

(1) 財産区有地の現況調査について

(2) その他

4.出席委貝（10人）

委 員

委 員

副委員長

委 員

委員

委員長

委 員

委 員

委員

委 員

5.欠席委員

なし．

6．説明のため出席した者

主 事一，

ヽ
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7.会議の概要

(1)財産区有地の現況について

・現況を確認し、来年度事業実施箇所を選定した。
ご 9---.,

•玉巳··'....

(2)その他

•三八上北森林管理署··「氏より、令和 6 年 1 2月期限の官行造林契約について、

今後どのような方針で進めていくか、意見を聞きたいため現状の説明があった。

令和2年より入札を実施しているが、落札業者が無いとのことから、どのような

理由で落札されないか聞き取り等で確認し今後対応してほしい等の意見があった．

また、財政的にも持ち分買取は難しいため、契約の延長を希望したいとのことで、

意見の整理や報告は、事務局と進めてほしいとの事だった。 ・

g」

炉••.

99.,9.:'r·~;•

•:';·;•,1:.,•99,:'9.999'?; 

・十和田風力開発昧・・氏より、水質調査のため財産区有地に立ち入り湧水採取を

行いたい旨の説明があり．、財産区とし．． ては問題無いと考えるので、事務手続きを

進めてほしいとの事だった。
~ ~ ~. ~ ~ ~ ~ ~ r ~ 

嘔".
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RS/11/17 

十和田風力開発棘／打合せ記録

内 容：風車建設位置について．．

日 時：令和5年11月17旧（金） 13:-30~14: QO 

来 庁 者： ■+細勤開発徘・・・忌・・'氏
・対 応 者：口農林畜産課

-----------------------------------------------------------~------------------------------
内容 ’ .. 

〔十和田風力開発棘（以下「十和田風力」という。）から風車建設位置に係る説明

（市営 惣辺放牧場内建設位置の経緯について）【資料持参】 ］ 
■―氏：前回の説明時にいただいた4つの課題（？）のうち、贈収賄事件

に係る回答には不測の日数を要するため．、市営放牧場内に風車を

建設するに至った経緯だけ9でも．、所管課に説明したくアポなしで
やって来た。／ 一＝—“9て．．：、…、

一：放牧場内に風車を建設すーる性については、当課の範疇では収まら

ない。政策財政課まはじめ、関係課を集めたうえで説明をしたほ
うがよい。．

■―氏：重々承知しているが、贈収賄事件も一緒に説明するとなれば、冒

頭に説明した通り、＇いつ開催依頼できるかわからない；六ケ所の

風車倒壊事故については説明書がまとまっている

ーでは尚更、事件と別に考えては。事件は都度説明したらどうか。

■-氏：承知した。市営放牧場内について、少し説明したい。日本風力で

は十和田市に風力発電事業を計画した当初 (2021年4月）から、

基数は変更しているものの、惣辺放牧場内に設置する予定で十和

田市に対して現地説明しtいる。

了解した。でもそれはそれ。担当者レベルの話。その後、十和田

市の意思決定は受けたのか。

こちらには、そのような書面が保管されていない。 • 
当時の農林畜産課長の名で「仮同意書」は存在する（恐ら＜現地・

で、風速計を設置したい旨の説明があつたか？）．が、この「仮同

-1 -
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意書」はあくまでも、＿風況調査のためs風速計を牧場内に設置す

る行為に対しての［同意」ーであって．ヽ ＇且風車を建設してもよいとい

う意昧おも砂6．ばないと思われるがd

統括部局の政策財政課に対して申請なり、協議なりしたのか。

•一氏：社に確認したら、そのような行為をしていないと。 ． 

：さくーを？ー状態いで今まで市に説明をしてきたものと感心ーする。結扇
ほその時点から市と日本風力で能甑が生じてしまったのでは？市、

から今後の対応として、申請書や協議書を提出するよう指示はな

かったのか。

■•■ 氏：その件に関しては、-も反省じている。・確認してもその辺
（協護書などの提出）は曖昧である。・

昨年、そちらから新たな風速計を設置したい旨の説明があった

が、・市長の同意が得られなかったのも•（牧区内の設置）理解でき
る'o

改めて、謝罪も含め・・ーから説明が必要でほ？、

また、牧区内I.こ設置された時の予想図があれば市長含め関係課も

想像しやすいと思われる。（展望台からの風景も含めて）

作成できるか。`

■-氏：努力する。・

はっきり言って、社としては機能していないと思う。日本風力は

六ケ所村での事業を含め．、全国展開しているものナこと思ってい

る。あまりにずさんではないか。｀
■-氏：惣辺奥瀬風ガ発電事業ほどの大規模な事業は今回が初めて’o

1....まずはもう一度本案件を持ち帰って、全体説明開催に向けて、

'資料等準備されたい； ＜どい説明資料は必要ない。

•一氏：来年 1 月ぐらいに開催できるよう、資料を作成したい。

-2-
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R05/11/28. 

十和田風力（株）／入電記録

日時：令和 5年 11月28日（火） 12:00~12: 10 

対応者： ■十和田風力開発（梯-次長

--------------------------------------------------------------------------------------------

■当初、令和 6年 1月23日（火）の住民説明会の開催に合わせて、市広報1

月号への記事掲載を依頼する予定としていた。

しかし、汚職問題に係る報告書の公表が1月23日に間に合わない可能性が

高まり、説明環境が整っていないことから、住民説明会を 2月下旬に開催す

る方向で検討し直している。

また、上記のことから、市広報1月号への記事掲載を取り止めさせていただ

く。

住民説明会の開催前に、市に説明に伺いたいので、準備が整ったら連絡する。

女住民説明会の延期及び市広報への記事掲載の取り止めについて、了解。

2ざ



下記の件について、次のとおり報告

し、関係課に共有します。

R5/12/26 

十和田風力開発（樹／打合せ記録

内 容：贈賄事件や六ヶ所村風車倒壊事故、第3回中間報告会について

日， 一時：令和5年 12月19日（火） 14:35~15 : 15 

場 所：別館5階会議室（南側）．

来 庁 者： ■十利鴫鳩躙松本代表取締役、··~、··’£、··'丘一氏、一氏
対 応 者：口管財課 ．．．． 頂長、．・ヽ 課長補佐ヽ

【内容】

農林畜産課•■-東長補佐、．．． ~係長、．． ＇．ド長

スポーツ・蛭学習員•·|~長補佐

政策財政課••■課長、 ．． ・課長補佐ヽ．■..(記)

（贈賄事件について）

■松本代表：まずは、創業者であり前社長でありました塚脇正幸の贈賄について、 9月27
日に塚脇正幸が在宅起訴されました。それを受けて社長を辞任いたしまし

て、松島聡が新しい社長となりました。この間に、経済産業省からご指導い

ただきまして、当社の事業で法令違反またはその恐れがないか客観的に調査

するようにとの指導があり、再発防止に向けて調査中です。今非公式であり

ますが、栗産昼1消業を目標筐毛` 砂報岩を上Iテ為羞しゞぅピ：ビで調査妥行唸て
匿りま・―ず。
それから、今月 12日にリリースさせていただきましたが、日本風力開発の．

株主がベインキャピタルからインフロニアHDへ代わりまして、これは 1月

末を目途に独禁法等の審査を終えた後になりますが、株主が変わることと

なっております。 2月に入りましたらまた新たなご説明をできると思います

が、ご迷惑をおかけしております。どうぞよろしくお願い致します。

（六ヶ所村風車倒壊事故について）

•—氏：もう一つ、六ヶ所村の事故の件について、お手元に資料2-1 、 2-2 と書
かれたものがございます。こちらが事故の経緯でございます。 ． ．．． ＇5：本日は説明の時間をいただきましてありがとうございます。本年 3月17日
午前 1時27分に、六ヶ所村風力発電所において発生いたしました風車1-
3号機の倒壊事故におきましては、皆様にはご迷惑、ご心配をおかけいたし

まして大変申し訳ございませんでした。事故発生後、安全確認のため直ちに

同発電所内の全ての風車を自主的に停止し、専門家による事故調査委員会を

立ち上げ、監督官庁であります経済産業省のご指導を仰ぎながら、緊急点検

方法を策定し、 4月には当該風車サイト及び国内で稼働している同型機GE

1.5S全ての緊急点検を実施しました。その結果、爾舅晨雙墓註薪均璽覆詈墓

疇農産栢襄―い緊`み：祖這ガ4ぎ会薔機露脊雑な機以外祖眉塁池＇痰呑琴
毎醤爾瞑蔽晋しておりま命。事故調査委員会は現在までに計8回開催して

-1 -. 
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おり、 4月21日の第5回事故調査委員会以降は、経済産業省の本省電安課及

び東北電安課にもオブザーバーで参加いただき、ご意見をいただきながら検

討を重ねております。さらに、 6月5日には第 18回自然災害等対策WGが開

催され、・亀裂が無い健全性が確認された風車の運転再開については特段意見

が無く、併せて経済産業省事務局からもご指摘が無かったので、六ヶ所村風

力に関しまして、問題が無かった風車については順次試運転を開始しており

ます。また、 12月4日には第 19回自然災害等対策WGが開催されまして、

祖駆倒擬図店應卸苓•.9・タワトラ溶接甑腔痣掛這造品質不良でありました。
唇渾i'お蓮匪翌泌ヅデ•7ジスにおいで兆候を検知すれば防げるという豆どが判
測葬言とによりく当該事故を踏ま＇えた烹訪保全．．ー再発防止策を自主的に策

窓Cヽ｀今後も定期的に亀裂の有無を確認じてい，＜ことを報告しております。
具体的には資料2-2の7頁をご覧ください。．溶接部の断面図があるんです

けれども、段差の大きい部分が亀裂の起因になっていることが分析とシミュ

レーション等によって確認されました。この部分を早期に発見すれば同様の

事故は発生は防げるということで、経済産業煮．と．の間ーではそ:as点検ガ法をど

ぅ沖るがという所に論点が絞られて＇、＇ヽ ベ引ぎ続ぎ検討を行うている状況でござ

います。今後はこのような事故を二度と起こさないよう、予防保全・再発防

．止策に関する取組を着実に遵守、履行する所存でございます。以上です。

c111課長：色々な調査や関係省庁との調整を進められている最中だと思いますが、すべ

訥邑＇＜涼ぶ共新聞報道ぞじ巡情報を知：り得で［、ないとしゞ う状況にございます。

先般、六ヶ所村議会で事故原因の報告がされたとの記事を見ました。こちら

の認識では、本件は現在調査中であり、自治体に対して報告する段階にない

という認識でいた所、突然、六ヶ所村議会では説明の場が持たれたという杢

うなことを初めて新聞報道で事後に知りましたこまた、ー株主が代わるという
’｀ぐ ---ー 、ー・`―疇•------・ 『 一ーヘ ~ ＿ ＿ 一

ことについても、日経新聞を見た地元の新聞記者から照会があり、そこから
` ・ • ---...- -~ 

新聞報道で初めて知っーたという状況です。結果が出てから説明するという考

・--:えー匂進―められていると推察しますが、市民：i⇒・対する説明責任どばふうものがご

ざし淮沈の~で、ぞう’し~\：るた所について匂面能な範囲で情報の共有を図ってい
たたけないものかと思っております。話せない、知らないという状況が市民

から見ると、何か隠しているのではというような疑念を招きますし、この件

に関しては一般質問でも取り上げられているので、そういった部分を留意し

た上で今後の進め方を検討していただければと思います。

■松本代表：誠に申し訳ございません。例えば、今回の株主の移行に関してましては、従

業員も当日知らされたような状況でした。ただ、その日のうちにリリースも

しておりますので一祖電話＝本羞し上げてお知らせするべきだったと深く反
省，しております。今後このようなことがないようにいたしますので、よろし

くお願いいたします。

ロ．．補佐：経済産業省との協議は今も続いており、この事故調査はまだ終わっていない

という認識でよろしいですか。

■松本代表：元々10月17日に経済産業省から文書を頂戴し、法令違反の恐れがないかと

いうことと、併せて再発防止策を 11月16日までに報告するようにとのご指

示がありました。当社は独自に調査委員会も立ち上げおり、そこで調査を進

めましたが、 1か月で報告がまとまりきれませんでしたので、指定日であっ

-2-
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た11月16日に、こういう方向で調査を行っておりますという報告をしまし

た。そして、その方向で引き続き調査を進めるようにとのご指導いただき、

調査が終わったら報告させていただきますということを申し上げておりま

す。

コ-補佐：わかりました。

（（仮称）惣辺奥瀬風力発電事業について）

叫■■I氏：資料の 1, 2, 3は先程市議会議員にお示しした資料となります。資料の中

身は、今年4月に開催した第2回報告会から、現時点までの進捗を整理した

ものになります。いただいた代表的な質問をご説明させていただいた方がよ

ろしいですか。

・一氏：本日、 12名の市議会議員に資料の説明等をさせていただきました。議員から

は六ヶ所村風車の倒壊や 20年後の風車撤去の話、送電線の場所、世界遺産登

録といったことについてご質問をいただきました。

ロ．．補佐：本日は、どこまで説明する予定ですか。

--氏：議員には、第2回中間報告会の資料を更新したもので現状を報告させていた

だいております。 1名の議員から、この事業を何のためにやるのかというご

質問がありました。．．課長からも、なぜこの場所なのかという経緯も説明

してほしいということで、資料3-2の1頁に事業地の選定経緯を記載させ

ていただいております。風況、系統連系の可能性、風車輸送の可能性といっ

た所を以前ご説明させていただいたかと思います。その他にも、生活環境へ

の影響や、自然公園法、鳥獣保護区が該当するのかどうか、事業の集約利用

の可能性等そういった観点から、十和田地区を候補としてあげさせていただ

きました。その中で、牧場を中心として風況を観測させていただいたという

所がございますので、引き続き風況に関しましても精査をした上で事業を定

めていき、かつ惣辺放牧場の方に中心的に計画案を示させていただいており

ますが、周辺の牧場の方にも牛の配置画を示させていただいたという所でご

ざいます。こちらの資料の説明は以上となります。後はお手元の資料の最後

．につけております進捗状況報告書について、こちらは 12月14日に青森県に

状況報告をさせていただいたときの資料となります。黄色い部分が報告内容

で、青森県も地元の理解活動という所に関して、丁寧に行うようにとお話さ

れておりました。引き続き、地元への理解活動という所でも、継続させてい

ただきたいと思っております。

ロ・・補佐：今説明した資料で、前回までにご説明いただいてから変わった所は無いとい

うことでよいですか。今までの資料を使って説明しているということです
か。

『..~ • 9 9 ’‘. .. 9 ・ヤ 、．． ． 

■•■·氏：、•その通りです。基本的に今までの情報をベースとして更新をさせていただい
ております。 ' 

．叫■・氏：農林畜産課の．．．課長から、風車が建設された場合にどのようなイメージ

になるかとご意見をいただいたので、航空写真資料を作成しました。赤枠の．

範囲が士和国室の土地になります。黄色枠の範囲lむ塵辺毯野直且含、青枠の部

分は臭還財産区の土地、それ以外の場所に建っている風車に関しては、国有
林になります。

-3 -
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コー補佐：この資料は議員に渡しましたか。

■―氏：渡してません。■■■駅：議員には、資料3-2の 16頁で、十和田市有地や、奥瀬財産区、惣辺牧野

組合の土地を説明させていただきました。

（第3回中間報告会の開催について）

ロ．． 補佐：ー通りの説明はよろしいですか。

・一氏：先月・先々月とお電話しましたが、準備書の提出の前に第3回中間報告会の開

催を2月22日に計画しています。会場は検討中で、市には広報への掲載をお

願いしたいと考えております。

（`令和5年12月：25；日付げの広報等掲載依頼文しでば、 2月21日開催）
口佐： 12月26日、 27日頃までに原稿を提出してください。

・―¥；：議員からも市民向けの説明をしてほしいとお話があり、 2月開催という所まで

お話ししました。先程代表から話があったように、法令違反等に係る再発防止

の報告など、その部分も含めて説明できる時期が2月頃というイメージで考え

ておりました。それまで、引き続き市民向けの活動などできることがあればや

っていきたいと考えております。また、情報の事前共有というお話がありまし

たので、そこはしっかりやりたいと思います。

ロ．． 補佐：他に各課からございますか。管財課からありますか。

ロー課長：財産区については、何もありません。イメージ図について、市の分しか載って・

おらず、全体ではないですね。 ・

鴫■■＇→. ：市の方が大きくて、他の部分が小さいので、このような図になりました。

ロ長：もう一つ気になったことは、中間報告会は市内のどの場所で、ーカ所で開催す

るつもりなのか教えてください。

...,氏：中間報告会は文化：西シタ．らで，，f回の開催を考えています。
■―氏：今まで過去2回開催してきて、より多くの方に出席者いただきたいことから、

広報活動も色々なことをしております。多くの一般市民に集まっていただきた

いという所もあり、今回は 18時半から 2時間開催し` 1時間程度延長もでき

ます。そういう形でいろんな方に出席していただくことを目指しています。過

去2回開催しましたが、参加されるのは限られた人だけで、顔も知っている方

も多いので、多くの人たちに来ていただいて理解活動につなげていきたいとい

う所でございます。

ロー課長：周知について、市広報とチラシ以外には何かお考えがありますか。

...氏：十和田風力のホームページも毎月一定数閲覧があるので、ホームページも活用

してお知らせができるのかなと考えています。

■-氏：その他に新聞、特に東奥日報やデーリー東北での広報を意識しております。あ

と町内会もありますので、どういう形で広報活動するかも相談しながら年明け

から準備します。こういう広報活動をすればいいだとか、こういうことをやっ

て人に興味を持っていただいたとか、一般の人が興味を持っていただ＜材料が
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あれば教えていただければ助かります。今の所、我々はサラリーマンに来てい

ただきたいということで考えております。

c1111課長：文化センターということは旧十和田市の方ですが、そういう意味では風車設置

場所が近い旧十和田湖町の方、そちらの方がより意見がいいたい人がいっぱい

いるのではないかなと思います。

•一氏：開催場所をもっと西にした方が良いということでしょうか。
ロー課長：そうじゃないかと。あと、広報の仕方にもよります。

•一氏：前回の中間報告会の時もそうなんですが、これまで意見交換した団体には声か
けしようと思っていますので、そういった意味で抜けというのはないのではと

考えております。

ロ長：どちら向きの説明会を行う予定なんですか。これまで来た人達への経過報告の

ような形で実施するのか、それとも十和田市民全部という意味で広く参加を募

るという意味なのか。

■••■氏：後者の方です。ですので、はじめて来た人でも経緯が分かるような資料で説明
を考えています。

| -閲長：どうしても興味のある人々の多い地域という意味では、西側の方が多いと思い

ますが。

口佐：その部分については、周知をしつかりしてもらうということでお願いします。

商工会議所にも説明されたかと思いますが、商工会議所で企業や事業者会員向

けの冊子を毎月発行しています。•そちらに載せれば、そういった事業者の会社

員の方々が見れるので、使ってみるのもいいのかなと思います。

•一氏：商工会議所やJ A十和田おいらせへの周知も継続しようと思います。．．

（その他）

ー佐：文化財については、 10月の打合せで詳しく詰めさせていただきましたので、

． ． 今回は特にありません。文化財について調整されているようですが、何かあり

ますか。

•一氏：世界遺産登録といった所もございますので、青森県の専門家にヒアリングをさ
せていただいております。世界遺産登録に関しまして、価値は何かとかそうい

った部分が地元から上がってくるべきだが、そういった所が見えていないとい

うご意見がありました。引き続き、我々はそういった所も地元の団体と勉強会

などを開かせていただく形で調整させていただきたいというお話をしました。

そういった勉強会にも青森県の専門家が参加いただけるということでご了承

いただいており、地元の理解活動という所でも引き続き取り組んでいきたいと

思っております。

口佐：わかりました。

ロー長：今日配られた資料の中を見る限り、農振法（正式名称：農業振興地域の整備に

関する法律）なり農地法に関するものが何もないが、その辺はどうなんでしょ
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うか。 ・

■■■・氏：農振法ですか。

ロ長：農振法なり農地法について。

■l-4 ：現在、基本計画という段階であり、農振法、農地法に関しては、十和田市に一

連の報告がされないと、地質調査を予定している部分に関しても、・後々スケジ

ュールを延ばさなければならなくなったりだとかもありますので、十和田市の

方にはしつかりとご説明させていただきたいと考えておりました。そのため、

今回の資料には含まれておりません5

ー長：中身が煮詰まってきてからということでよろしいか。

■―氏：そうですね。調査に対して可能な限りご説明させていただきたいという所は引

き続きお願いしたいなと思っております。

口思今日は報告ということで、以前、牧場の農地内に風車を設置することについて

しつかり調整しなければいけないという所があったかと思うので、今後進展し

ましたら、説明していただけたらと思います。

■―氏：前回、調査の際に説明をというご指摘をいただきました。一一十分に説明できてい

ないということを理解しております。引き続き、個別の担当課と再度こまめに・

打ち合わせをさせていただき、また、こういう機会に説明させていただく形で

ぜひよろしくお願いしたいと思います。その辺につきましては、・政策財政課に

事前にお知らせした上で関係各課と調整するという、そのような進め方でよろ

しいでしょうか。

口佐：連絡いただければ調整します。

・一氏：最後に、技術的なことなどが出たときには色んなご意見を聞いて｀我々の方で

調査するのが現実的なことでございますので、やはり丁寧に説明していく上で

も大事なとこだと思っておりますので、ぜひよろしくお願いいたします。

今年、 3月から 12月にかけて色々なことで皆さんにご心配とご迷惑をかけた

ということで本当に申し訳ないと思っております。ぜひ来年度からも信頼回復

に向けて社員ー同頑張るつもりでありますので、ぜひご指導よろしくお願いい

たします。本当に申し訳ございませんでした。
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